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▼
い
よ
い
よ
広
報
担
当
３
年
目
に
突
入
し
ま

し
た
。フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

よ
り
良
い
広
報
紙
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。▽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
取
材
で
出
没
し
ま
す

の
で
、腕
章
を
つ
け
て
カ
メ
ラ
を
持
っ
た（
も

う
す
ぐ
）中
年
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
Ｉ
）

▼
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
新
規
採
用
職
員
が
入
庁
し

ま
し
た
。彼
ら
の
姿
を
見
る
と
、清
々
し
い
気

持
ち
と
同
時
に
、初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

業
務
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。こ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、今
年
度
も
広
報
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　（
Ｎ
）

上天草市に在住している0～5歳のお子さんで①住所②子ども
の氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対す
るコメント（30字以内・どなたからでも結構です）⑦連絡先を添
えて上天草市総務課秘書広報係（〒869ー3692上天草市大矢
野町上1514）まで送ってください。なお、写真の裏面には、お子
さんのお名前を記入してください。応募多数の場合は、先着順
に掲載となりますのでご了承ください。
※原則お写真の返却はいたしませんのでご了承ください。

子どもの写真を
募集しています！

子どもの写真を
募集しています！
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市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（※祝･休日、年末年始を除く）
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海辺の灯火
３月１２日 海あかり
海辺の灯火
３月１２日 海あかり

　３月４日（金）、５日（土）に熊本市中心市街地にある花
畑広場（熊本市産業文化会館跡地）で「上天草市とれたて
市場」が開催されました。上天草のグルメや観光をＰＲ
する２日間のイベントで、33店舗が出店。天草の旬の野
菜や果物、海産物、地元の新鮮な素材を使った加工品など
が大集合しました。
　２日間を通して、抽選会やクイズ大会、コンサート、山
ガールトークショーやキッズダンスなどもあり、「上天草」
を多くの人に売り込みました。

まちの中心で
「上天草市」
を売りこむ

まちの中心で
「上天草市」
を売りこむ

編  

集  

後  

記

再生紙を使用しています。

人と海のふれあうまち人と海のふれあうまち
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໐
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Λ
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େ
ձ
։
࠵
ʹ
͋
た
っ
て
は
、
多
く
の

ਓ
の
ڠ
ྗ
が
͋
Γ
ま
し
た
。


の

େ
ձ
ड


څ
ਫ
ॴ
ͳ
Ͳ
で
は
、
Ұ
ൠ

の
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
ʹ
Ճ
͑
、
ҡ

、
େ



中

上
天
草
、
ീ

高
の
生
徒

が
ε
λ
ỽ
ϑ
ͱ
し
て
ܞ
わ
Γ
、
େ
ձ
ӡ

Ӧ
の
େ
き
ͳ
ྗ
ͱ
ͳ
Γ
ま
し
た
。

　

େ
ձ
の
༷
ࢠ
Λ
ࡱ
Ө
し
た
ࣸ
ਅ
は
、

市
ϗ
ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δ
ủ
̬
̴
̱
ࣸ
ਅ
ؗ
Ứ

で
͝
ཡ
い
た
ͩ
͚
ま
͢
。

帰ってこいよー

第４４回1）ハーフコースのスタート。みんな気合い十分です　2）最高齢参加者
の中園さん（97歳・熊本市）　3）給水所はまるで体と心のオアシス　4）
カメラ目線のおじさん？メイクばっちりですね　5）風を切って駆ける男の子
6）ボランティアの中学生。「参加賞のＴシャツはこちらでーす」　7）大阪
から参加の「ゆるマラソン塾」の皆さん　8）仮装して走ると楽しさ５割増
し!?9）夫婦で仲良くゴール　10）海を眺めながら走るのもこの大会の
魅力　11）２号橋を走る機会は滅多にないですよ　12）ゴール直前の
タッチ「お疲れ様です」　13）ハーフ完走のガッツポーズ　14）沿道か
ら「頑張ってねー」　15）「応援ありがとう、行ってきまーす」
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施方

୲
保
す
る

と
と
も
に
、

本
市
の
防

災
力
の
更

な
る
ॆ
実

強
化
に


め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
入
ࡳ
契

約
制
度
に
つ
い
て
は
、
入
ࡳ
制

度
の
ݫ
格
な
運
用
は
も
と
よ
り
、

「
改
正

確
法
」
お
よ
び
「
平

成
27
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す

る
国
等
の
契
約
の
基
本
方

」

に
基
づ
き
、
地
場
企
業
の
育
成

に
関
す
る
入
ࡳ
・
契
約
制
度
の

運
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ա
ૄ
対
策
に
つ
い
て
は
、
ա

ૄ
対
策
事
業
債
を
有
ޮ
に
活
用

し
な
が
ら
、
事
業
実
施
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

従
来
か
ら
進
め
て
き
た
「
産

業
」「
交
通
通
信
体
ܥ
」「
生
活

環
境
」「
医
療
・
福
祉
」「
教

育
・
文
化
」
分
野
に
お
け
る

ϋ
ー
ド
対
策
や
ι
ϑ
ト
対
策
を

一

ॆ
実
さ
せ
、
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

移
住
ଅ
進
に
つ
い
て
は
、

「
総
合
ઓ
ུ
」
で
は
、「
上
天
草

市
へ
の
人
の
ྲྀ
れ
を
つ
く
る
」

を
基
本
目
ඪ
の
一
つ
に
設
定
し
、

ま
ち
の
持
続
的
発
ల
に
不
可
ܽ

な
定
住
人
口
の
維
持
・
֦
大
を

図
る
た
め
、「
上
天
草
市
に
住

み
た
く
な
る
人
」
を
増
や
し
、

新
た
な
移
住
へ
と
結
び
付
け
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
౿
ま
え
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
移
住
施

策
に
加
え
、
市
の
ັ
力
を
最
大

限
に
ア
ϐ
ー
ル
す
る
動
画
の
作

成
や
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
、
移

住
お
ࢼ
し
施
設
、
定
住

ྭ
金

な
ど
の
新
た
な
施
策
に
取
り
組

み
、
本
市
の
知
名
度
向
上
お
よ

び
強
力
な
移
住
支
援
体
制
の
確

立
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全

国
の
移
住
希
望
者
か
ら
「
選


れ
る
上
天
草
市
」
を
目
指
す
上

で
、
決
し
て
ܽ
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
も

移
住
ଅ
進
施
策
の
྆
ྠ
と
し
て

ੵ
ۃ
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。経

済
振
興
部
門

　　
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
第
２
次
総
合
計
画
で
最

重
点
ઓ
ུ
項
目
に
位
置
付
け
て

お
り
、
国
・
県
の
補
助
金
を
活

用
し
た
生
産
基
൫
の
強
化
や
６

次
産
業
化
の
推
進
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ず
新
規
ब
農
者
の
確
保
や

地
域
の
୲
い
手
へ
の
農
地
集
ੵ

を
ଅ
進
す
る
た
め
、「
人
・
農

地
ϓ
ラ
ン
」
や
「
中
間
管
理
事

業
」
な
ど
の
制
度
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新

種
や
新
た
な

生
産
技
術
の
導
入
に
向
け
た
各

種
農
業
者
団
体
へ
の
ݚ
修
助
成

に
よ
る
୲
い
手
の
確
保
・
育
成

に

め
ま
す
。　

　
ま
た
、
新
た
な
取
組
み
と
し

て
、
高
齢
化

の
高
い
湯
島
・

樋
合
地
区
に
お
い
て
、
耕
作
์

غ
地
解
消
に
よ
る
農
地
の
再
生
、

地
元
の
農
漁
業
者
と
連
携
し
た

観
光
農
園
、
漁
業
体
験
な
ど
の

体
験
型
観
光
の
開
発
、
受
け
ࡼ

と
な
る
地
元
住
民
、
産
業
団
体

な
ど
か
ら
な
る
任
意
団
体
の
設

立
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
有
害
鳥
्
対
策
に
つ
い
て
は
、

増
加
す
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対

策
強
化
と
し
て
、
地
元
ྌ
友
会

と
の
連
携
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
ั

֫
用
箱
わ

な
の
設
置
、

ั
֫
ୂ
活

動
に
よ
る

ۦ
除
の
強

化
と
৵
入

防
ࢭ
対
策

と
し
て
の

電
ࡤ
設
置

助
成
に
よ
る
防
除
を
進
め
ま
す
。

　
水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁

協
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、

ڕ
介
類
の
産
ཛ
・
生
育
の
場
と

な
る

場
再
生
事
業
の
実
施
、

車
Τ
ビ
・
ୄ
、
ώ
ラ
メ
な
ど
の

種
苗
์
ྲྀ
の
΄
か
、
市
内
小
中

学
生
を
対
象
に
ڕ
食
ී
及
に
向

け
た
お
ڕ
料
理
教
室
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
６
次
産
業
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
総
合
ઓ
ུ
」
の
１
つ
「
農
林

水
産
物
・
加
工
商

の
生
産
・

ൢ
ച
の
֦
大
」
に
基
づ
き
、
ऩ

益
向
上
を
目
指
す
生
産
者
の
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
民
間
事
業
者
の
開
発
・

加
工
・
ൢ
ച
力
の
向
上
を
目
的

と
し
た
「
ൢ
ച
ଅ
進
ス
キ
ル

ア
ッ
ϓ
ݚ
修
事
業
」、
商

の

ൢ
ച
先
を
֦
ॆ
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ἀ
ッ

ϓ
出
ల
事
業
」
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
の

ಠ
創
的
で
Ϣ
χ
ー
ク
な
ア
イ

σ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
た
商

開

発
か
ら
実
証
ൢ
ച
に
対
し
て
評

価
・
検
証
を
行
う
ブ
ラ
ッ
シ
ỿ

ア
ッ
ϓ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。　

　
海
運
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

ધ
員
の
不

や
ધ
員
の
高
齢
化

が
ஶ
し
い
こ
と
か
ら
、
୲
い
手

不

を
解
消
す
る
こ
と
が
٤
ۓ

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
課
題
解
決
に
向
け
、
国
土
交

通
省
の
協
力
を
得
て
、「
上
天

草
市
海
運
業
次
世
代
人
材
育
成

推
進
協
議
会
」
を
本
年
２
月
に

設
置
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度

か
ら
は
、
本
協
議
会
を
中
心
に

海
運
業
の
ັ
力
な
ど
に
つ
い
て

広
く
周
知
す
る
こ
と
で
、
市
内

外
か
ら
の
ધ
員
確
保
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、「
総
合
ઓ
ུ
」
の

実
現
に
向
け
、「
海
運
業
の
振

興
と
୲
い
手
の
育
成
」
を
ܝ
͛
、

ब
職
・
進
学
・
人
材
育
成
の
観

点
か
ら
海
運
事
業
者
、
ધ
員
に

対
す
る
支
援
を
行
い
海
運
業
の

振
興
に

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
創
業
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

起
業
・
創
業
相
談
に
対
Ԡ
す
る

支
援
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

４
月
か
ら
上
天
草
市
商
工
会
、

天
草
信
用
金
庫
の
協
力
を
得
て
、

「
上
天
草
市
起
業
創
業
者
支
援

ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
」
の
活
動
を
開

始
し
ま
す
。
本
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク

は
、
構
成
団
体
に
起
業
・
創
業

に
係
る
相
談
窓
口
を
設
け
る
と

と
も
に
、
経
営
、
人
材
育
成
、

ൢ
路
開

な
ど
の
創
業
支
援
क़

を
開
ߨ
し
、
民
間
事
業
者
を
支

援
し
ま
す
。

　

観
光
産
業
に
つ
い
て
は
、

「
タ
ー
ή
ッ
ト
を
設
定
し
た
観

　
現
在
、
国
を
挙
͛
て
取
り
組

ん
で
い
る
地
方
創
生
と
人
口
減

গ
対
策
は
、
本
市
に
と
っ
て
特

に
٤
ۓ
の
課
題
で
あ
り
、
昨
年

12
月
に
「
上
天
草
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
ઓ
ུ

（
以
下
、「
総
合
ઓ
ུ
」）」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、「
総
合
ઓ

ུ
」
に
基
づ
く
施
策
を
本
格
的

に
ల
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
前

年
度
に
先
行
的
に
取
り
組
ん
だ

施
策
を
さ
ら
に
発
ల
さ
せ
る
と

と
も
に
、
新
た
な
施
策
に
ੵ
ۃ

的
に
取
り
組
Ή
こ
と
で
、「
総

合
ઓ
ུ
」
の
基
本
目
ඪ
で
あ
る

「
上
天
草
市
へ
の
人
の
ྲྀ
れ
を

つ
く
る
」「
安
定
し
た
ັ
力
あ

る
雇
用
を
創
出
す
る
」「
市
民

の
結
ࠗ
・
出
産
・
子
育
て
の
希

望
を
か
な
え
る
」「
時
代
に

合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心

で
շ
ద
な

ら
し
を
創
出
す

る
」
こ
と
と
し
、
人
口
減
গ
克


と
地
方
創
生
の
推
進
を
図
り

ま
す
。　

　
国
の
来
年
度
予
算
に
お
い
て

も
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の

重
点
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組

Ή
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
財
政

ા
置
が
ߨ
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
し
ご
と
創
生

に
重
点
を
置
い
た
ۓ
急
的
で
ޮ

Ռ
の
発
現
が
高
い
分
野
を
対
象

と
す
る
「
地
方
創
生
加

化
交

付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
金
の
申
請
を
見
込
み
、

本
市
に
お
い
て
は
、
地
域
の
雇

用
創
出
や
人
の
ྲྀ
れ
の
創
出
な

ど
、
移
住
定
住
、
商
工
業
、
観

光
業
、
農
林
水
産
業
な
ど
の
地

方
創
生
に
関
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
に

事
業
費
を
計
上
し
、
国
の
財
ݯ

を
有
ޮ
に
活
用
し
な
が
ら
地
方

創
生
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
28
年
は
、
天

草
五
橋
開
通
50
周
年
の
節
目
の

年
で
す
。
新
一
号
橋
の
建
設
工

事
も
開
始
さ
れ
て
お
り
、
天
草

五
橋
開
通
50
周
年
記
೦
行
事
の

実
施
に
よ
り
、
次
の
50
年
に
向

け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
状
況

　　
さ
て
、
当
初
予
算
の
֓
要
と

し
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度
の

一
般
会
計
の
ࡀ
入
ࡀ
出
総
額
は

１
７
４
ԯ
７
１
０
１
万
８
千
円
、

ࠎ
格
予
算
と
し
て
ฤ
成
し
た
前

年
度
当
初
予
算
と
ൺ
ֱ
し
て

７
・
８
ˋ
、
12
ԯ
６
６
３
６
万

７
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ࡀ
入
で
は
、
地
方
税
制
改
正
、

そ
し
て
平
成
26
年
度
か
ら
の
地

方
交
付
税
の
一
本
算
定
化
に
向

け
た
ܹ
変
؇
和
ા
置
な
ど
、
上

天
草
市
を
取
り
ר
く
環
境
の
変

化
に
対
Ԡ
し
て
予
算
計
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度

に
発
生
す
る
と
見
込
ま
れ
る


༨
金
の
う
ち
１
ԯ
円
を
܁
越
金

と
し
て
計
上
す
る
と
と
も
に
、

財
政
調
整
基
金
を
４
ԯ
５
６
５

４
万
４
千
円
取
り
่
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
ࡀ
入
の
う
ち
、

市
税
や
ෛ
୲
金
、
使
用
料
お
よ

び
܁
越
金
な
ど
自
主
的
に
ऩ
入

で
き
る
財
ݯ
で
構
成
さ
れ
る
自

主
財
ݯ
額
は
前
年
度
か
ら
１
ԯ

７
２
１
７
万
円
増
の
34
ԯ
５
５

６
５
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ࡀ
出
で
は
、
地
方
創
生
を
ੵ

ۃ
的
に
推
進
す
る
た
め
、
観
光

地
と
し
て
の
集
客
力
を
֦
大
さ

せ
る
事
業
や
農
林
水
産
物
・
加

工
商

の
生
産
・
ൢ
ച
を
֦
大

さ
せ
る
事
業
、
子
育
て
・
子
育

ち
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
事

業
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し

て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
、
２
７
１
ԯ
９
４
０

４
万
７
千
円
で
、
前
年
度
が
ࠎ

格
予
算
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
前
年
度
ൺ
３
・
６
ˋ
、
９

ԯ
５
６
７
２
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、

前
年
度
に
Ҿ
き
続
き
、
財
政
調

整
基
金
を
܁
り
入
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
交
付
税
が
ஈ
階

的
ॖ
減
期
間
に
入
り
、
財
政
状

況
が
ま
す
ま
す
ݫ
し
さ
を
増
す

中
で
、
や
Ή
を
得
ず
貯
金
を
取

り
่
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

上
天
草
市
が
、
ক
来
に
わ
た
っ

て
活
力
あ
る
地
域
社
会
と
し
て

発
ల
す
る
よ
う
、「
総
合
ઓ
ུ
」

お
よ
び
第
２
次
総
合
計
画
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、

地
域
経
ࡁ
の
活
性
化
と
財
政
健

全
化
の
྆
立
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て

ら
す
こ
と
が
で
き
、

希
望
の
持
て
る
上
天
草
市
を
築

い
て
い
け
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

総
務
企
画
部
門

　
昨
年
は
、
６
月
の
大
Ӎ
に
よ

る
国
道
２
６
６
号
ઢ
の
全
面
通

行
ࢭ
め
、
８
月
の

風
に
よ
る

長
時
間
の
ఀ
電
、
本
年
1
月
の

大
寒
波
に
よ
る
断
水
な
ど
、
市

民
生
活
を
直
ܸ
す
る
よ
う
な
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
行
政
に
は
市
民
の
防
災
意
ࣝ

を
高
め
、
防
災
政
策
を
ܧ
続

的
・
ઓ
ུ
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
強
く
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
昨
年
12
月
に
「
上
天
草

市
防
災
対
策
推
進

例
」
を
制

定
し
、
防
災
対
策
の
実
ޮ
性
を

平成28年度

　
３
月
定
ྫ
ٞ
会
が
２
月
2�
日
か
ら
３

月
��
日
ま
で
開
か
れ
ỏ
ງ
ߐ
市
長

ฏ


28
年
度
の
ࢪ
政
方

を
ड़

ま
し
た
Ố

ࠓ
回

ͦ
の
ࢪ
政
方

の
֓
要
を
お


ら
せ
し
ま
す
Ố
な
お
全
จ

ϗ
ー
Ϝ

ϖ
ー
δ
に
ܝ
ࡌ
し
て
い
ま
す
Ố

施  方 
ʪ֓ཁ൛ʫ
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施方

り
」
の
た

め
の
施
策

を
ల
開
し

て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、

災
害
対
策

基
本
法
に

定
め
ら
れ

た
避

行
動
要
支
援
者
名
簿
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
名
簿
の

֦
ॆ
を
進
め
て
行
く
と
と
も
に
、

消
防
、
警

、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
と
の
情
報
の
共
有
を
図

り
、
災
害
発
生
時
に
、
実
行
性

の
あ
る
避

支
援
が
な
さ
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い

て
は
、
最
大
の
課
題
は
健
全
な

財
政
運
営
で
あ
り
、
財
政
基
൫

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
医
療

費
に
見
合
っ
た
国
保
税
ऩ
入
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
ద
正
な
ො

課
・

ऩ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
取
組
み
と

し
て
は
、
病
院
受
診
者
の
σ
ー

タ
を
医
療
機
関
か
ら
提
ڙ
い
た

だ
き
、
国
保
連
合
会
と
連
携
し

な
が
ら
市
民
の
健
康
σ
ー
タ
の

ऩ
集
・
分
析
を
行
い
、
医
療
費


減
に

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
ण
命

の
Ԇ
伸
と
健
康
格
差
の
ॖ
小
、

生
活
श
׳
病
の
発

予
防
や
重


化
予
防
の
た
め
、
平
成
28
年

度
は
、
෯
広
い
年
代
で
の
受
診

の
機
会
を
増
や
す
た
め
に
「
子

宮
ᰍ
が
ん
検
診
」
の
個
別
検
診

実
施
機
関
を
上
天
草
市
ྡ
接
の

地
域
へ
֦
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ࣃ
周
病
に
つ
い
て
、

満
40
～
70
ࡀ
ま
で
の
10
ࡀ
ࠁ
み

の
年
齢
の
方
を
対
象
に
、
市
内

の
ࣃ
Պ
医
療
機
関
で
の
「
ࣃ
周

病
検
診
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

   

今
後
も
গ
子
高
齢
社
会
が
進

Ή
こ
と
が
予

さ
れ
ま
す
。
高

齢
者
の
皆
さ
ま
が
住
み
׳
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

食
の
自
立
支
援
、
軽
度
生
活
援

助
、
住
宅
改
造
助
成
事
業
な
ど

を
行
い
、
ۓ
急
通
報

置
を
活

用
し
た
一
人

ら
し
高
齢
者
な

ど
の
見
क
り
活
動
や
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
活
動
を
ଅ
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
に
つ

い
て
は
、
ద
正
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
給
付
に

め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
支
え
合
い
に
よ
る

「
地
域
แ
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
現
在
進
め
て
い
る
養
護
老
人

ホ
ー
ム
和
光
園
の
民
営
化
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
度
は
、
委

ৡ
先
の
公
募
、
選
定
を
実
施
し
、

入
所
者
の
皆
さ
ま
が
不
安
を
持

た
れ
な
い
よ
う
十
分
な
配
ྀ
を

行
う
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

ఀ
滞
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
ཹ
意

し
な
が
ら
、
平
成
29
年
４
月
の

民
営
化
に
向
け
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

教
育
部
門

　　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、

「
学
力
の
向
上
」
と
「
不
登
校

ࣇ
ಐ
・
生
ె
の
減
গ
、
未
વ
防

ࢭ
」
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ୡ
成
す

る
た
め
、
ݚ
ڀ
推
進
校
を
指
定

し
、
ݚ
ڀ
成
Ռ
を
市
内
の
全
教

職
員
で
共
有
し
課
題
解
決
に


め
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
心
を
育
Ή
教
育
」
は
、
平
成

27
年
度
に

市
ಠ
自
で

作
成
し
た

資
料
を
も

と
に
、
त

業
を
初
め

さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で

ల
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
観
点
か

ら
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校

を
つ
な
ぐ
英
ޠ
教
育
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
か
ら
「
地
域
教
育
力
ৢ
成

と
安
心
子
育
て
支
援
の
島
づ
く

り
事
業
」
に
取
り
組
Ή
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。
子
育
て
世
代

の
定
住
人
口
増
加
を
目
指
し
、

ࣇ
ಐ
生
ె
が
ক
来
転
出
し
た
後

に
自
分
の
家
族
と
仕
事
を
一
緒

に
連
れ
て
ؼ
っ
て
く
る
よ
う
、

必
要
な
子
育
て
支
援
環
境
の
ॆ

実
の
た
め
関
係
機
関
が
一
体
と

な
り
取
り
組
Ή
も
の
で
す
。

　
公
民
館
活
動
で
は
「
い
き
い

き
成
人
大
学
」
を
開
࠵
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
χ
ー
ζ
に
対
Ԡ

し
た
「
生
き
甲
൹
づ
く
り
」
に


め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

国
際
文
化
体
験
活
動
、
人
権
教

育
、
文
化
振
興
、
市
史
ฤ
さ
ん

事
業
に
つ
い
て
も
ܧ
続
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
市
体
育
協
会
や
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
種
目
団

体
な
ど
と
協
力
し
、
ڝ
技
力
の

向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
॓

の
༠
க
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
小
学
校
の
運
動
部
活
動
の
社

会
体
育
化
に
つ
い
て
は
、
昨
年

「
ࣇ
ಐ
生
ె
の
た
め
の
運
動
部

活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
在

り
方
検
౼
委
員
会
」
を
設
置
し
、

委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
本
市
の
方

を
決

定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
地
域
と
家
庭
、
学
校
が
連
携

し
て
教
育
活
動
が
一

ॆ
実
す

る
よ
う
、「
学
श
支
援
」「
い
じ

め
・
不
登
校
防
ࢭ
」「
子
ど
も

た
ち
の
安
全
安
心
」
の
３
つ
を

大
き
な
ப
と
し
た
「
上
天
草
൛

ί
ミ
ỿ
χ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

水
道
事
業
部
門

　　
ീ
代
生
活
環
境
事
務
組
合
か

ら
の
送
水
管
の
老
ٺ
化
に
伴
う

改
修
設
計
や
市
内
の
老
ٺ
管
対

策
と
し
て
高
戸
地
区
配
水
管
布

設
ସ
工
事
等
を
実
施
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
管
路

帳
の
整
備
や

水
道
施
設
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
浄
水
の
安
定
的
な
ڙ
給

に

め
て
ま
い
り
ま
す
。

光
メ
χ
ỿ
ー
の
開
発
」「
観
光

客
༠
க
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
の

ॆ
実
と
情
報
発
信
の
強
化
」

「
集
客
力
を
高
め
る
受
入
環
境

整
備
の
推
進
」「
観
光
産
業
を

୲
う
経
営
者
等
の
人
材
育
成
ฒ

び
に
組
৫
化
」
に
向
け
て
、
ޮ


的
か
つ
ޮ
Ռ
的
な
施
策
を
ల

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
交
ྲྀ
人
口
と
観
光
産
業
の


野
を
さ
ら
に
֦
大
し
、
仕
事
を

生
み
出
し
、
定
住
・
移
住
の
ଅ

進
に
ܨ
͛
て
い
く
た
め
、
熊
本

県
な
ど
と
連
携
し
た
「
̫
̞

̨
*
̩
あ
ま
く
さ
ϓ
ロ
ジ
ỻ
ク

ト
」
と
し
て
、
１
年
間
を
通
し

て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
、
グ
ル
メ
や
温

ઘ
な
ど
ط
ଘ
の
観
光
資
ݯ
に
加

え
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
な
ど
海
・
山
の
自
વ
を

活
用
し
た
オ
ー
ル
シ
ー
ζ
ン
の

観
光
地
と
し
て
ੵ
ۃ
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
ؖ
国
や


、
香
港
な
ど

か
ら
の
外
国
人
༠
客
事
業
を
ల

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
部
門

　　
上
天
草
市
ී
通
建
設
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
道
路
・
橋
り
ょ

う
の
整
備

と
し
て
、

社
会
資
本

整
備
総
合

交
付
金
を

活
用
し
た

改
良
、
舗


、
橋
り

ょ
う
補
修
、

大
規
模
修
સ
補
助
を
活
用
し
た

樋
島
大
橋
の
改
修
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
り
ょ

う
点
検
、
道
路
施
設
点
検
を
行

う
こ
と
で
ద
切
な
維
持
管
理
計

画
を
立
て
、
計
画
的
な
補
修
事

業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
港

施
設
は
、
港
整
備
交
付

金
を
活
用
し
た
江
樋
戸
港
の
改

修
事
業
を
Ҿ
き
続
き
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
海
؛
施
設

の
長
ण
命
化
計
画
を
作
成
し
、

今
後
の
維
持
管
理
お
よ
び
改
修

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
水
環
境
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
Ԛ
水
処
理
人
口
ී
及

は

46
・
67
ˋ
と
県
下
で
も
か
な
り

低
い
現
状
で
す
が
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
や
市
民
の
住
環

境
の
向
上
の
た
め
、
下
水
道
へ

の
加
入
ଅ
進
お
よ
び
合
併
浄
化

槽
の
ී
及
ଅ
進
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
は
市
の

財
政
運
営
に
༩
え
る
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
経
営
基
൫
の

強
化
が
急
務
で
あ
り
、「
経
営

の
健
全
性
や
計
画
性
・
ಁ
明

性
」
の
向
上
が
ٻ
め
ら
れ
て
い

る
状
況
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
企
業

会
計
に
移
行
し
経
営
の
健
全
性

な
ど
が
向
上
す
る
よ
う
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　
住
宅
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

に
ద
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
空
き
家
な
ど
が
多
く
、
防

災
、
衛
生
、
景
観
な
ど
の
地
域

住
民
の
生
活
環
境
に
ਂ
ࠁ
な
影

響
を
及
΅
し
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
改
善
と
空
き
家
な
ど
の
活

用
を
ଅ
進
す
る
た
め
、
平
成
28

年
度
に
市
内
全
域
の
空
き
家
の

実
ଶ
調
査
を
実
施
し
、
空
き
家

な
ど
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
民
生
活
部
門

　　
環
境
衛
生
業
務
に
つ
い
て
は
、

「
美
し
い
海
を
保
全
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
と
し
て
市
民
と
事
業

者
と
連
携
し
、
市
民
の
環
境
に

対
す
る
理
解
や
意
ࣝ
を
高
め
、

海
؛
清

な
ど
の
環
境
保
全
活

動
に
対
す
る
支
援
や
生
活
排
水

対
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
ご
み
を
減
ら
し
、
資
ݯ
の

॥
環
型
社
会
を
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
」
と
し
て
は
、
リ
σ
ỿ
ー

ス
、
リ
Ϣ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
３
Ｒ
運
動
の
取
組
強
化
を
図

り
、
ద
正
か
つ
ޮ

的
な
ご
み

処
理
体
制
の
整
備
に

め
る
と

と
も
に
、
レ
ジ
ା

減
推
進
運

動
な
ど
も
ܧ
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
地
ٿ
温
ஆ
化
対
策
と

し
て
「
上
天
草
市
地
ٿ
温
ஆ
化

対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

ฤ
）」
を
策
定
し
、
家
庭
で
の

Τ
ω
ル
Ϊ
ー
の
安
定
確
保
と
Τ

ω
ル
Ϊ
ー
利
用
の
ޮ

化
・
最

ద
化
を
図
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
社

会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
な
ど

の
各
種
行

政
手
続
に

お
い
て
、

運
用
が
開

始
さ
れ
ま

し
た
が
、

こ
の
制
度

の
さ
ら
な

る
周
知
と

個
人
番
号

カ
ー
ド
の
ී
及
ଅ
進
に

め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
矢
野
・
松
島
・
姫

戸
・
龍
ヶ
岳
の
市
役
所
各
窓
口

に
お
い
て
、
住
民
票
・
戸
੶
な

ど
の
証
明
書
の
交
付
、
各
種
申

請
書
な
ど
の
受
付
な
ど
の
業
務

の
一
部
を
民
間
委
ୗ
し
、
ਝ


か
つ
親
切
・
丁
ೡ
な
事
務
処
理

に

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
も
市
民
目
ઢ
に
立
ち
利
用

し
や
す
く
親
し
ま
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に

め
て
ま
い
り
ま

す
。健

康
福
祉
部
門

　　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、「
市
町
村
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
基

本
理
೦
で
あ
る
「
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
、
子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち
」

を
実
現
で
き
る
よ
う
、
ద
切
な

制
度
運
用
と
ੵ
ۃ
的
な
事
業
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は

「
第
２
期
上
天
草
市
障
が
い
者

計
画
」
お
よ
び
昨
年
３
月
に
策

定
し
た
「
第
４
期
上
天
草
市
障

が
い
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
安
心
・
շ
ద
な

ら
し
づ
く
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3
月
1
日
、「
天
草
ブ
ラ
ン
ド
σ
β
イ
ン

ア
ϫ
ー
ド
２
０
１
５
（
選
ߟ
委
員
長
・
小

山
܆
ಊ
ࢯ
）」
の
表
彰
ࣜ
が
あ
り
ま
し
た
。

天
草
広
域
本
部
が
、
住
民
の
幸
福
量
を
増

大
す
る
優
れ
た
取
組
み
を
ల
開
し
て
い
る

団
体
を
5
部
門
で
表
彰
す
る
も
の
で
、
上

天
草
の
2
団
体
が
金

を
受

さ
れ
ま
し

た
。

　
美
し
い
天
草
部
門
で
金

を
受

し
た

の
は
阿
村
්
人
会
で
す
。
38
年
に
渡
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
高

登
山
の
清

活
動
が
、

国
立
公
園
の
景
観
保
全
に
大
き
く
ߩ
ݙ
し

て
い
る
こ
と
と
、
活
発
な
්
人
会
活
動
が

地
域
活
性
化
に
ܨ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
味
し
い
天
草
部
門
で
金

を
受

し

た
の
は
湯
島
・
ເ
の
島
づ
く
り
会
で
す
。


島
ே
市
な
ど
の
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
開

࠵
、
湯
島
産
か
ん
し
ょ
を
使
っ
た
Ҷ
焼
ய

「
湯
島
」
の
開
発
、
手
づ
く
り
広
報
誌
「
湯

島
タ
イ
ム
ζ
」
の
発
行
な
ど
、
住
民
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
、
地
域
の
ឺ
強
化
と

島
全
体
の

り
上
͛
気
運
の
ৢ
成
に
ܨ

が
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
団
体
に
共
通
し
て
い
る
評
価
は
「
住

民
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
が
地
域
の
活
性

化
に
ܨ
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

先
月
の
広
報
「
上
天
草
」
3
月
号
で
、

上
天
草
൛
地
方
創
生
の
特
集
を
ܝ
載
し
ま

し
た
。
特
集
を
締
め
く
く
る
言
葉
は
、

「
チ
カ
ラ
を
合
わ
せ
る

 

ま
ち
ʷ
ひ
と
ʷ
し
ご
と�

上
天
草
」。

　
今
回
の
受

団
体
以
外
に
も
各
地
域
で

自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
方
々
が
多
く
い

ら
っ
し
Ỵ
い
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の

小
さ
な
一
า
が
地
域
活
性
化
に
ܨ
が
り
、

ứ
上
天
草
の
地
方
創
生
Ừ
は
加

し
て
い
き

ま
す
。
5
年
後
、
10
年
後
、
そ
し
て
50
年

後
の
上
天
草
の
࢟
を
、
チ
カ
ラ
を
合
わ
せ

て
ߟ
え
ま
し
ょ
う
。

ץ݄

市長室
ץ݄

市長室
なう

←　ちょっとこんな感じのものも

　　作ってみました…

݄ ץ

市長室
݄ ץ

市長室

্ఱ͔Β
̎ஂମ͕ड

　
平
成
28
年
3
月
定
例
市
議
会
で
෭

市
長
の
選
任
同
意
を

き
、
4
月
1

日
付
で
ງ
江
市
長
か
ら
ࣙ
令
を
受
け

ま
し
た
小
ౢ
一
誠
（
お
し
ま
い
っ

せ
い
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ࢲ
に
と
り
ま
し
て
は
、
身
に
༨
る

光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
෭
市

長
と
し
て
の
職

の
重
さ
と
、
市
長

ฒ
び
に
市
議
会
の
皆
様
か
ら
の
ෛ
ୗ

と
期
待
に
身
の
Ҿ
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
上
天
草
市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

か
ら
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、

ど
う
ͧ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
͛

ま
す
。

　
ご
承
知
の
通
り
県
下
の
市
町
村
で

は
、
人
口
減
গ
が
続
く
中
で
、
গ
子

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
地
域
ί

ミ
ỿ
χ
テ
ィ
の
維
持
、
地
場
産
業
の

活
性
化
や
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
天
草
市
に
お
か
れ
て
も
同
様
の

環
境
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
๛
য়
の
海
、


濃
き
島
々
等
優
れ
た
自
વ
や
景
観
、

ྺ
史
、
文
化
そ
し
て
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
を
愛
し
て
や
ま
な
い
市
民
の
皆

様
が
お
ら
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
が
こ
の
市
に

ら
し

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ັ
力
あ
る
上

天
草
市
創
生
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
ງ

江
市
長
の
政
策
実
現
そ
し
て
上
天
草

市
の
発
ల
に
向
け
て
、
職
員
の
皆
さ

ん
と
一
体
と
な
っ
て
、
誠
心
誠
意
、

職
務
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
ߟ

え
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
そ
し
て
市
議
会
の
ご

指
導
ご
ฬ
Ꭺ
を
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
͛
ま
し
て
ब
任
の
ご
ѫ
ࡰ
と
さ
せ

て

き
ま
す
。

্
ఱ

ࢢ
෭
ࢢ

ɹ
খ
ౢ
Ұ


෭
ࢢ


ब

ѫ
ࡰ

ུ
ྺ

昭
和
4�
年
4
月　
熊
本
県
採
用

平
成
24
年
4
月　
熊
本
県
総
務
部
総
括

審
議
員
兼
市
町
村
局
長

平
成
25
年
３
月　
熊
本
県
退
職

平
成
25
年
4
月　
医
療
法
人
社
団
坂
梨

会
副
理
事
長

平
成
28
年
4
月　
上
天
草
市
副
市
長

■બ݁ڍՌʢಧग़ॱʣ
ީ補者໊ ੑผ 所ଐౘ 得ථ

内　大介ࣉ உ 無所属 784票

かばしま　Ү உ 無所属 8,993票

࢙山　 உ 無所属 4,242票

熊本県知事બڍ
　熊本県知事બڍは３月27日、市内29か所で票、松島総合センター「アロマ」
松島総合体育館で開票が行われました。
　票および開票の結Ռは、次のとおりです。

■ථ݁Ռ
બڍ日༗ݖ者 ථ者 ථ

உ 11,407人 உ 6,301人 உ 55.24％

女 13,091人 女 7,791人 女 59.51％

計 24,498人 計 14,092人 計 57.52％

■։ථ݁Ռ
ථ૯ ༗ޮථ ແޮථ ແޮථ

14,092票 14,019票 73票 0.52％

બ
ڍ
結
Ռ

■

߹
ͤ
ઌɹ
બ
ڍ

ཧ
ҕ
һ
ձ

ɹ
ὸ
̌
̕
̒
̐
（
26
）
̑
̑
̎
̒

平成28年�݄27ࣥ行

卒
業
。

　

３
月
は
卒
業
の
季
節

―
市
内
の
小
・
中

学
校
、
上
天
草
高
校
、
上
天
草
看
護
専
門
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
多
く
の
児
童
、
生

徒
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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まͪͷΘ͍ͩ 508/�501*$4

　3月18日（金）、市内の中学3年生が、「卒業記೦ク
ルージンά」として天草ڮޒなどを遊覧船で८りま
した。卒業生の門出を祝うともに郷土のૉらしさ
や自વのඒしさを࠶認識してもらおうと市商工会が
毎年主催しているもので、今年は、維和、松島、阿村、
姫戸、龍ヶ岳中の生ెが参加しました。天草市の高
校に進学するというٱ具ひなのさんは「༑達と会え
なくなるのはさびしいけど、その分、今日はたくさ
んࢥい出を࡞りたい」とসإで話しました。

தֶ生がଔ業ه೦Ϋルーδϯά

3／
18 郷土の素晴らしさを胸に

　3月14日（月）、市内の全中学校に学用品などをد
ଃしていただいた公ӹ社団法人天草法人会女性部会
の田ᬒ෭部会長に対し、౻本教育長が感ँ状をଃఄ
しました。同団体は、チϟリテΟーバβーなどの活
動を通じて得られた収ӹ金などを利用した社会ݙߩ
活動の一環として、平成12年度から毎年市内の中学
校へ学用品などのدଃを続けられています。
　16回目となった今回は、サッカーボール、$%ラ
ジカセ、振り子式ϝトロϊームなどの学用品と、ે
税教育に関するリーフレットなどがدଃされました。

ఱ๏人ձঁੑ෦ձにँײঢ়

3／
14 学用品などの寄贈に感謝

　3月17日 (木 )、上天草市のັ力を発৴する観光13
用ө૾と観光Ψイドブックの制࡞発දがありました。
13ө૾「1A3A*S0感動島物ޠ」は、国内外に発৴
できるツールとして制࡞。Ψイドブック「上（あ）
Ψール上天草」は、女性を意識したߏ成で、「みしら
んΨイドブック」は地ݩの人でもあまり「見知らん」
上天草の情報を介している、ͪょっと変わったΨ
イドブックです。市の担当者は「ө૾とΨイドブッ
クをۦ使して上天草のັ力をこれまで以上に発৴し
ていきたい」と意気込んでいました。

̧̥ө૾とΨΠυϒοΫൃද

3／
17

全国から上天草に遊びに
おいで

　3月12日（土）、姫戸ொ老人クラブ連合会と姫戸中
の1・2年生がάラウンドΰルフで交流をਂめました。
5、6人がࠞ成で16チームに分かれ、わきあいあいと
プレーしました。バレーボール部のࡈ౻ཌྷさん（14）
は「バレーより難しいかも」とۤসいしつつも、老
人会の先ഐ方に指ಋを受けながらָしんでいました。
連合会会長の長尾さんは「中学生との;れあいは、
老人会として待のイϕントでした。中学生にはক来、
市外に出ても;るさと・姫戸ொをれずにいてほし
い」と話しました。

ඣށொで交ྲྀάϥϯυΰルフ

3／
12 やっぱり先輩が上手

　3月8日（火）、大矢野ொのあΏみ保育園とたから
保育園の年長組28人が、同ொのࣲ尾山登山をָし
みました。これは、小学校入学前に他園の園児との
交流をਂめてもらうとともに、子どもたͪに地域の
ૉらしさを知ってもらおうと、ママ応援センター
（/10法人人ࡐ育成センター）と/10法人 ,Aプ
ロジΣクトが毎年行っているものです。
　園児たͪは、途中Կ度か休ܜをしながら山を登り
終えると、上では、おห当を৯べたりల台から
景৭をோめたりしました。

ࣲඌࢁτϨοΩϯά

3／
8

小学生になっても
よろしくね

　3月2日（ਫ）、天草広域連合消防大矢野分ॺの職
員が、山火事などがଟくなるこの時期に住民への防
火ܒ発を目的にマラιンを行いました。非番の消防
などのए手職員7人が大矢野ொ岩谷໋࢜ٹ急ٹや࢜
港から道のӺ上天草さんͺーるまでの約6ᶢを「火
の用心、火の用心」とを発しながらΏっくりと走
りました。ڳに「火」「の」「用」「心」「1」「1」
「9」をඳいた 5シϟツを身にまとった職員らは、
周辺住民や車の運転手へ防火をݺびかけました。

େॺ職員が防ՐϚϥιϯ

3／
2 火の用心１１９

　3月7日（月）、大矢野ொのあそか保育園の幼年消防
クラブ員8人（年長）が同園から道のӺ上天草さん
ͺーるまでഥ子木を໐らしながらาき、火の用心を
びかけました。य़の全国火災予防運動期間に合わݺ
せて行われたものです。さんͺーる広場では、クラ
ブ員たͪが、来場者たͪにʰひのようじん　おͶが
いしますʱなどと書いたポέットテΟッシϡを配ると、
受け取った人は、「ありがとう」とসإでえていま
した。この他、園児たͪのୂޑ演もあり会場を
り上げました。

͋ͦか保育Ԃが防ՐύϨーυ

3／
7 火の用心お願いします

　2月28日（日）、天草・島原一ᎋ（島原のཚ）の総
大কとして有໊な天草四郎時ఃと共にಆった島民の
供養祭が、ཟのあまくさ村（大矢野ொ）でありまし
た。毎年2月28日にཟの村観光ג式会社（౻川護ষ
社長）が開催しているもので、地域などからଟくの
人が参ྻしました。来ෂとしてѫࡰしたງ江市長は
「世քҨ産登録を目指しているʰ長崎の教会܈とΩ
リスト教関連Ҩ産ʱが注目される中、Ωリスト教禁
教のྺ࢙とともに天草四郎にも改めて注目が集まる
はず。しっかりと13していきたい」とड़べました。

ୈ27ճఱ࢛ڙཆࡇ

2／
28 四郎と先祖に感謝の祈り
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図書館
だより

தԝਤॻؗ�ὸ0969（56）0777【アロマݺ出】
◦開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）
େه೦ਤॻؗ�ὸ0964（56）3363【図書館直通】
◦開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

ඣށਤॻؗ�ὸ0969（58）2111【姫戸統括支所ݺ出】
◦開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）
ཾϲַਤॻؗ�ὸ0969（62）0930【図書館直通】
◦開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

தԝਤॻؗ�ὸ0969（56）0777【アロマݺ出】
◦開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）
େه೦ਤॻؗ�ὸ0964（56）3363【図書館直通】
◦開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

ඣށਤॻؗ�ὸ0969（58）2111【姫戸統括支所ݺ出】
◦開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）
ཾϲַਤॻؗ�ὸ0969（62）0930【図書館直通】
◦開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

【日ؗٳ】
　4月18日、25日、30日
　5月 2日、9日、16日、23日、30日、31日

ςΟムઌ生とӳޠをָしみま
しΐ͏！

ޟ

　上天草市ӳޠ村「EôFSiFOEs」では、ଟくの人に外国のจ化を知っ
てもらうためさま͟まな活動を行っています。今回は「EôFSiFOEs」
を広く知ってもらい、テΟム先生と؆୯なӳޠを使った活動をָし
んでもらうために「オープンハウス」を開催します。
■日時　5月28日（土）10：30～11：45（午前の部）
　　　　　　　　　　　13：30～15：30（午後の部）
■場所　松島総合運動公園子ども広場内「E�FSiFOEs	HousF」
■༰　ʪ午前の部ʫクラフト活動
　　　　ʪ午後の部ʫペットボトルロέットඈばし
■対象者　小学生以下の子どもとその保護者（幼児は必ず保護者と参加）
加අ　無料ࢀ■
※参加申込は必要ありません。当日、会場までお越しください。
※Ԛれてもよいでご参加ください。
■問合せ先　社会教育課内　イーフレンζオフΟス　☎0969（28）3361

金受
ʮఱϒϥϯυσβΠϯΞϫーυ2����ඒしいఱ෦ʯ

ޟ

　Ӣઋ天草国立公園ฤ入60周年と天草ڮޒ開通50周年を機に、天草は
内外から大きな注目を集める中、3月1日（火）に天草市民センターで
「%SFam	:FaS	2016	オープニンάセレモニー」が開催されました。
　各分野で༏れた取組みをల開している団体などをදজする「天草ブラ
ンドσβインアワード2015」で、ඒしい天草部門にϊミネートされた
阿村්人会が金を受。ত和44年に発した同会は、日本の༦日ඦ
બに認定された高登公園の登山道の草מりやల所のਗ਼活動をত和
52年から月1回続けてきたޭ績がදজされました。会長のࠇ瀬真ل子さ
んは、「まさか金をけるとはࢥわなかった。今後も続けていきたい」とتんでいました。

ʮً͖์つʯֶͼの成Ռをൃදޟ
生ֶ֔शൃදձ։࠵

　2月20日（土）に中ԝ公民館主催の「上天草市生涯学श発ද会」が
松島総合センターアロマで開催されました。公民館講座としての生き
がいづくりや生涯学शなど活動を行っている講座やサークルなどが一
ಊに会し、日ごΖの成Ռを発දするために行われたものです。ల示の
部ではし子やಃܳ、ֆ手ࢴ、ֆなど、またステージの部ではָ器
演やコーラス、ダンス、健康太ۛࢻ、ݓۃなど全15団体が発දしま
した。
　最後には「上天草市民のՎ～ありがとう上天草～」を全員で合এし大きなՎが会場内に響き渡りました。
約160人の来場者は、৭とりどりのల示࡞品に見入り、いきいきとした発දにんなഥ手を送っていました。

■தԝ
　h ˑΦススϝのຊΛ͑ڭてくͩさいˑʱ
○日程：4月23日 ( 土 ) ～5月8日 ( 日 )
○内容：こいのぼり型のポップに、オススϝの本を書

いてもらいます。ポップは館内に掲示し、本
のコーナーల示をします。

■大矢野
　h Φススϝຊくじʱ
○日程：４月23日（土）～5月15日（日）
○内容：みんなのおすすめ本をくじにします。ر者

にくじを引いてもらい、くじに書かれていた
本を貸し出します。また、図書館利用者の皆
さまへ事前アンέートを行います。

■姫戸
　h ΈΜなの͓すすめຊʱ
○日程：4月23日 ( 土 ) ～5月8日 ( 日 )
○内容：「みんなにおすすめしたい本」をࢴに書いて

もらい、その本といっしょにల示します。
■龍ヶ岳
　h リΞϧなੈքΛݟてΈようʂʱ
○日程：4月23日（土）～5月8日（日）
○内容：写真ֆ本のల示・貸出をします。

　台ࢴを提出した保育園の子どもたͪには、景品を४備
しています。お時間がある時にͥひご来館ください̇

ಡ書Ϛϥιϯのܠ

Ҡ動ਤ書ؗ८ճ
4月20日（姫戸）、27日（龍ヶ岳）
5月 4 日（大矢野）、11日（松島）、18日（姫戸）	
　 　25日（龍ヶ岳）
　Ӎ天の場合は翌日木曜日に延期します。小Ӎの場合、
決行することもありますので、ৄしくは社会教育課ま
でお問い合わせください。
■問合せ先　社会教育課生涯学श係
　☎0969（28）3361

■ਤ書͓ؗはなしձ（��ʙ̍時間）
○த　ԝ：5/14午後2時～	 アロマࢹௌ֮室
○大矢野：4/23午後1時～	 ママ支援センター
　　　　　4/23午後2時～	 記೦図書館2階
　　　　　5/14午後2時～	 記೦図書館2階
○姫　戸：5/14午前10時～	 姫戸図書館
○龍ヶ岳：4月のおはなし会はお休みです。
　　　　　5/21午後2時～	 龍ヶ岳図書館
※日程・場所変ߋの場合がありますので、各館まで
確認をお願いします。

■ͪΌΜ͓はなしձ（2�）
　5/12（木）午前10時30分～　アロマࢹௌ֮室

ਤ書のدଃʢ݄̎ʣ
、介さま、高山みよ子さま、横道৴さまت木ߥ　
他６人にごدଃいただきました。ありがとうご͟い
ました。

４月分の「推本ʂʂ」はお休みです。

図書館司書のオススメ本
「推本（おしぼん）！！」

ಡ書िؒΠϕϯτʢ子Ͳಡ書のʣ
　子どものಡ書ि間にあわせてイϕント
しますʂ
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健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康
ガイドガイド

छɹྨ ༻ҙ͢Δͷ 日 ର ʢऀ݄ੜʣ डؒ࣌
２か月児学ڃ バスタオル 26Ⱔ H28.　3

午後１時

～

１時15分

３～４か月児健診 バスタオル 10Ⱒ H28.　1

６～７か月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
12Ⱔ H27.10

６か月児健診ࡀ１  17Ⱒ H26.10

Պ健診ࣃ児ࡀ２ ブラシࣃ
（仕上げຏき） 19Ⱔ H26.　5

児健診ࡀ３ ௌ力・ࢹ力
検査用ࢴ 24Ⱒ H25ɽ　4

【ॴ】上天草市保健センター
【༻ҙ͢Δͷ】子手帳と問診票は、どの健診および学ڃでも必ず持参ください。
。Պ健診の問診票は会場で配布しますࣃ児ࡀ2※

乳幼児健診（5月）

ᏋδႻᛩ Ὁ ࡍͤ܇ࠚʩ˄ ίᵓஉὸ

ɹॴ 日 ؒ࣌ࢪ࣮
ʢखாडؒ࣌ʣ

大矢野窓口センター 2Ⱑ・9Ⱑ
16Ⱑ・23Ⱑ・30Ⱑ

午前9時30分～11時
（午前9時30分～ 9時45分）

市保健センター 18Ⱓ
随時交付（手帳）

午前9時30分～11時
（随  時）

姫戸統括支所 20Ⱕ 午前9時～10時
（午前9時～ 9時15分）

龍ヶ岳統括支所 20Ⱕ 午前10時30分～11時30分
（午前10時30分～ 10時45分）

【༻ҙ͢Δͷ】　子健康手帳
上記以外の日も随時各統括支所の窓口で随時子健康手帳の発行を行っています。
その場合保健センターから後日連བྷをし、保健師・ӫ養࢜の保健指ಋを行います。

ೋछࠞ߹ϫΫνϯͷ༧छͷ
͓Βͤ

छɹྨ 日 ؒ࣌ࢪ࣮
精神保健相談 13日Ⱕ、26日Ⱔ 午後2時～

【ॴ】天草保健所相談室　☎0969（23）0172　※要予約

福　祉（5月）

小児救急電話相談
ॖ番号（ˌ 8000）毎日・夜間　午後7時～午前0時
ダイヤル回ઢの場合　☎096（364）9999

夜間の子どもの急病時

がんサロン
日 ؒ࣌ࢪ࣮

5月27日Ⱕ 午後1時30分～3時30分
【ॴ】上天草総合病院6階講ಊ　☎0969（62）1122
※時間、場所が変ߋになる場合がありますので、参加ر
の人はご連བྷください。

【種対象者】11ࡀ13～ࡀ未満の人
【種期間】　13ࡀの生日の前日まで
　平成28年4月に中学校に進学した人で、二種
ࠞ合ワクチンの予防種がまだお済みでない人
は、子健康手帳で種していないことをご確
認の上、体調のよい日にૣめに種をお願いし
ます。種期間を過ぎると全額自ݾ負担（4,800
円）での種となりますのでご注意ください。

【予ථ】
	※予診票をお持ͪでない場合は、子健康手帳
を持参の上、健康づくり推進課（保健センター）
で予診票の交付を受けてください。

■問合せ先　健康づくり推進課子保健係
　☎0969（28）3376

　य़のஆかい時期となり、ౙにൺべてからだも動かしやすいقઅになりました。
り固まったからだをじっくりほ͙して、気分もからだも軽やかに新生ڽさでפ
活を送ってみませんか。

��にʮϓラス1�ʯ׆のੜࠓ˒
　身体活動のॏ要な指ඪとなっているのが「า数」で
すが、า数はこの10年間で全ての年齢で、1日あた
り約1,000า減গしています。これをエネルギーに換
算するとおよそ30Ωロカロリーで1年間続くと約1～
1.5ᶵの体ॏ増加にあたります。
　1,000าのウォーΩンάにかかる時間はおよそ10分
です。そこで、国は「プラス10（今より10分ଟく体
を動かしましょう）」をΩϟッチフレーζに、運動目
ඪを「16～64ࡀは1日60分」、「65ࡀ以上は1日40分」
と「健康づくりのための身体活動指（アクテΟブΨ
イド）」を定めました。

　10分の運動が面倒かどうかは自分次第です。やれ
ばやっただけのことはあると৴じて、まずはาくこと
から始めてみませんか。また、市内には各運動施設で
さま͟まな運動プロάラムも実施されているので、自
分に合ったものを୳してみるのもָしいかもしれませ
ん。

新生׆はؾからͩ
軽かに

日祝日在宅医 ίᵓஉὸ
日 病Ӄ໊ʪྍՊʫ ʢॴࡏʣి൪߸

1

上天草内科呼吸科ク
リニック〈内・呼〉

（大矢野町登立）
☎0964（56）3100

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎0969（58）3102

3 しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）
☎0964（56）0005

4 毛利医院〈内〉
（大矢野町登立）
☎0964（56）2111

5 宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎0964（56）0600

8
佐々木整形外科〈整〉

（大矢野町中）
☎0964（56）5550

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）
☎0969（58）2148

15
吉田クリニック〈内〉

（大矢野町中）
☎0964（57）0246

上天草総合病院
（龍ヶ岳町高戸）

☎0969（62）1122

22
福本眼科〈眼〉

（大矢野町上）
☎0964（56）0508

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）
☎0969（56）0052

29
中村医院〈内〉

（大矢野町上）
☎0964（56）0003

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）
☎0969（56）0899

【ྍؒ࣌】　午前9時～午後５時
診療時間外は、事前に電話連བྷをお願いします。
4月1日ࡏݱの予定දです。都合により変ߋすることもあります
ので、休日ࡏ宅医自動電話Ҋ内（0969－23－1400）にお問
い合わせいただくか、ホームページで確認ください。

ް生࿑ಇ省（健康づくりのための身体活動指
（アクテΟブΨイド）より引用）

健康Ψイド
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ྠ
番
、
休
日
診
療
所
な

ど
含
め
、
一
通
り
良
質
な
医
療
を
実
ફ

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
も
毎
日

ษ
強
を
ܽ
か
さ
͵
よ
う

め
て
い
ま

す
。

　

भ
は
初
め
て
な
の
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
通
り
良
質
な
医
療
を
提
ڙ
し
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
গ
し
で
も
役
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。
大
事
な
子
ど
も
た

ち
に
ど
う
い
う
医
療
を
行
う
べ
き
か
、

必
要
と
あ
ら

や
る
べ
き
事
を
確
実
に

や
っ
て
診
断
を
付
け
る
こ
と
に
全
力
を

注
͗
ま
す
。
当
વ
な
が
ら
必
要
の
な
い

こ
と
は
可
能
な
限
り
避
け
る
べ
き
で
す

（
無
意
味
な
医
療
被

く
、
検
査
、
処

置
、

薬
な
ど
）。
ご
྆
親
は
子
ど
も

の
こ
と
が
心
配
で
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
、

要
望
を
も
た
れ
受
診
な
さ
る
と
思
い
ま

す
。
ࢲ
は
一
番
大
事
な
命
に
か
か
わ
る

よ
う
な
࣬
ױ
、
後
Ҩ
障
害
が
残
る
よ
う

な
࣬
ױ
、
予
後
（
そ
の
後
の
人
生
に
影

響
を
及
΅
す
よ
う
な
）
に
か
か
わ
る
࣬

ױ
を
決
し
て
見
ಀ
さ
ず
に
、
最
良
の
医

療
を
実
ફ
し
て
き
ま
し
た
。
上
天
草
で

も
こ
れ
ま
で
通
り
に
診
療
க
し
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
ࢲ
の
能
力
で
は
診
断

が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
状
ଶ
が
悪
化
し

て
集
中
管
理
を
要
す
る
場
合
や
、
合
併


が
ί
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
治
療
に
対
す
る
反
Ԡ
が
よ
く
な
い

場
合
な
ど
に
は
、
よ
り
高
度
な
医
療
を

୲
う
病
院
に
す
み
や
か
に
相
談
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
転
送
க
し
ま
す
（
ϔ
リ

が
可
能
な
ら
ϔ
リ
ൖ
送
し
ま
す
が
、
無

理
な
と
き
は
ٹ
急
車
で
2
時
間
程
か
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
理
解
く
だ
さ
い
）。

　
ま
た
、
ご
྆
親
の
希
望
で
他
病
院
へ

の
紹
介
を
要
望
の
際
に
は
、
初
期
対
Ԡ

は
確
実
に
し
つ
つ
ご
要
望
通
り
に
紹
介

க
し
ま
す
の
で
、
お
気
兼
ね
な
く
そ
の

ࢫ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
（
受
付
に
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
）。

　
現
代
社
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
が

も
の
す
ご
い
Җ
力
を
も
っ
て
お
り
、
ױ

者
さ
ん
も
ω
ッ
ト
で
調
べ
る
だ
け
で
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
理
解
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
ࢲ
の
医
療
が
ど
う
い
う
医
療
な

の
か
、
客
観
的
に
評
価
し
て
、
も
し
も

ٙ
問
が
あ
れ

「
ω
ッ
ト
で
調
べ
た
ら

こ
う
書
い
て
ま
し
た
が
・
・
・
」「
こ

う
書
い
て
あ
り
ま
す
が
な
ͥ
処
方
し
な

い
の
で
す
か
？
」「
も
ら
っ
た
薬
は
こ

こ
に
書
い
て
あ
る
量
の
2
ഒ
の
量
な
の

で
す
が
大
ৎ

な
ん
で
す
か
？
」「
な

ͥ
ダ
イ
ア
ッ
ϓ
処
方
し
な
い
ん
で
す

か
？
」「
ホ
ク
ナ
リ
ン
テ
ー
ϓ
は
処
方

し
な
い
ん
で
す
か
？
」「
点
ణ
は
必
要

な
ん
で
す
か
？
」
な
ど
診

室
で
気
軽

に
ٙ
問
を

͛
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
都
度
ࢲ
が
行
う
医
療
に
つ
い
て
そ
の

ࠜ
ڌ
を
説
明
し
ま
す
。
医
師
に
よ
っ
て

知
ࣝ
や
経
験
、
ߟ
え
方
も
ҟ
な
る
し
、

ま
た
、
か
つ
て
正
し
い
事
と
み
な
さ

れ
、
皆
が
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
実
際

に
は
意
味
の
な
い
こ
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
有
害
事
象
を
ট
く
リ
ス
ク
を
上
͛
る

だ
け
だ
っ
た
な
ど
決
し
て
গ
な
く
な
い

の
が
医
療
の
世
ք
で
す
。
ࢲ
自
身
、
も

し
も
今
行
っ
て
い
る
こ
と
が
ٙ
問
を
ఄ

す
る
よ
う
な
状
況
に
な
れ

、

や
か

に
方

変
更
க
し
ま
す
。

　
医
者
に
と
っ
て
重
要
な
資
質
の
一
つ

が
そ
の
ྟ
機
Ԡ
変
な

断
力
だ
と
思
う

の
で
す
。
目
的
は
た
だ
一
つ
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
の
た
め
に
現
時
点
で
一
番

い
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
実
ફ
す
る
こ

と
で
す
の
で
、
ど
う
か
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

月 火 ਫ 木 金

内　　Պ
ँ内Պ

坂本
和田
川ݹ
ँ内Պ
（熊大）

和田
部ߔ
川ݹ

樋口
坂本
川ݹ

樋口
部ߔ
和田
क田

坂本
部ߔ
中本
応援医師

॥環器内Պ 田 前田 田 田 田
外　　Պ
消化器Պ 福田 野 福田

࿇尾 野 ࿇尾

整ܗ外Պ ౻松 上原 ౻松
（午後）
木内
（岩ڮ）

౻松

小児Պ 田原 島ା
（田原）田原

島ା
（田原）田原

産්人Պ 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野
ࣖඓҺՊ 熊大 熊大
Պ　؟ ҄Ҫ 下 下 下 下
ൽෘՊ ሩ
ൻ器Պ 小川
超Ի・内ࢹ
　センターڸ

࿇尾
野

福田
࿇尾

野
和田				

福田
࿇尾

福田
野

外ՊߢՊ・口ࣃ 福田 福田 福田 福田 福田

月 火 ਫ 木 金
教良木診療所 樋口 坂本 応援 応援 川ݹ

˔診療受付時間は、午前8時30分から午前
11時30分までです。
˔木曜日の整ܗ外来（予約制）は、午後2時
から診療を行います。
外Պは月曜から金曜の午後も診ߢՊ口ࣃ˔
療を行います。
˔神経外Պは月2回（第1・3ਫ曜日）の
午後2時から診療を行います。（予約制）
˔ൻ器Պは毎ि火曜日に診療を行います。
˔内Պは木曜の午後5時から午後6時まで診
療を行います。
˔診療Ҋ内は都合により変ߋとなる場合が
あります。ご了承ください。
■߹ͤઌ　上天草総合病院
　☎0969（62）1122（ද）

ணͷ͝ѫࡰ

病Ӄֶձ
　平成28年2月20日（土）に第34回上天草総合病院学会を
開催いたしました。この学会は毎年1回開催している恒例行
事で、病院および関連施設からさま͟まな発දをしていて
います。今回も院内外からଟくの参加があり、また演も各
部ॺから合計20発දしてき、大変活発なٞが行われ
ました。普ஈの取組みについての発දでは、なかなか見るこ
とのできない各部ॺの活動について知ることができました。
今後、ଟ職種連ܞをより発లさせるために生かしていきます。
また、これからの上天草地域の医療を見ਾえた発දもあり、
病院全体でどのようなことに取り組んでいかなければならな
いかを࠶度ߟえるきっかけとなりました。学会中には、ࡢ年
に引き続き熊本大学ത࢜課程教育リーσΟンάプロάラム
lH*(0プロάラム z の学生から「平成27年度上天草市行
インターンシップ」についての報告がありました。H*(0
プロάラムでは、実際に上天草市をフΟールドワークで๚れ、
市民の皆さまから医療に関するご意見をい、上天草地域の
医療の発లのためにԿが必要かということを提Ҋしてきま
した。その一つに「健康診断の受診率上」というものがあ
りましたが、病気の予防・ૣ期発見は本当に大切なことです
ので、今後病院としても力を入れていければとࢥいます。非
常にॆ実した学会となりましたが、また来年もଟくのૉら
しい発දが出ることをָしみにしております。

݄̐から%1$੍度ʢแׅ医療費支い੍度ʣへҠ行します
　2016年4月1日以降に入院される方から、一般病౩（2病
౩・4病౩・5病౩（一部除き））入院費の計算方法が変わり
ます。従来の計算方法は「出来高い」でしたが「%1$/
1%1S（แ括い）」は病໊や診療ごとに国が定めた1日あた
りの金額を合計する方法になります。3月31日以前から入院
されている方は従来どおり「出来高い」による計算となり
ます。

ೖӃجຊ料

ɾϨϯτήϯࠪݕ

ༀɾࣹ

ॲɹஔ

手ज़ɾϦϋϏϦ等

৯ɹࣄ

͜Ε·Ͱͷࢉܭ方๏ʢग़དྷ高ʣ �݄�からのࢉܭ方๏ʢ%1$ʣ

手ज़ɾϦϋϏϦ
Ұ෦のࠪݕ等

৯ɹࣄ

1日͋たりのఆ額数
（แׅ෦分）

ೖӃجຊ料
ɾϨϯτήϯࠪݕ

ༀɾࣹ
ॲɹஔ

แׅͷ··

ग़དྷߴͷ··

ग़དྷߴͷ··
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ＳＴＯＰ！地球温暖化
上天草市地球温暖化対策実行計画を策定しました

地球温暖化の影響によって、突発的な豪雨や強い台風・極端な
高温など、私たちはこれまでに経験したことがないような気候の変
化に直面しています。気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ※）
の最新の報告書によれば、私たち人間の活動が温暖化の要因で
ある可能性が「極めて高い」ことが指摘されています。
そこで市では、市民、事業者および市の各主体が、それぞれの

役割に応じた地球温暖化対策を自主的に推進することを目的とし
て、平成28年度から平成32年度までの5年間を期間とする上天草
市地球温暖化対策実行計画を策定しました。

※ＩＰＣＣ・・・地球温暖化問題について、科学の専門家でつくる国際的な政府間研
究機構。世界130カ国２千人以上の専門家の科学的知見を集約した「評価報告書」
を数年おきに発行してます。

温室効果ガス排出量の現況推計

産業部門
19%

業務部門
22%

家庭部門
17%

運輸部門
41%

廃棄物部門
1%

平成24年度
197.7千トン-CO2

温室効果ガスの排出部門として、産業部門（製造業や農林水産業）、
業務部門（商業施設や事務所）、家庭部門、運輸部門（自動車や船舶）、
廃棄物部門の５つに分類することができます。
本市における平成２４年度（基準年度）の温室効果ガス排出量は、

197.7千トン-CO2と推計されました。部門別の構成比でみると、運輸部
門が最も高く、次いで業務部門、産業部門、家庭部門となっています。

地球温暖化って何だろう？

地球を包んでいる大気には、太陽の熱の一部を吸収して、地球を
人間が生活しやすい温度にするガスが含まれています。これを、温
室効果ガスと呼んでいます。
温室効果ガスがないと、地球の温度は低くなり、多くの生物が死ん

でしまいます。しかし、逆に温室効果ガスが増えすぎると地球が暖
かくなりすぎてしまいます。この現象が地球温暖化です。この中で、
地球温暖化に最も影響を及ぼすものに二酸化炭素があげられま
す。二酸化炭素は、石油、石炭、天然ガスなどの化石燃料を燃やす
とき、空気中に大量に排出されるため、燃やせば燃やすほど大気中
に増え、地球が暖かくなってしまいます。
日本では、電気やガス、ガソリンなどのエネルギー資源の約90％

をこの化石燃料に頼っているのが現状です。
（出典）全国地球温暖化防止活動推進センター

【上天草市の各部門おける排出量の構成
比】

　地ٿԹஆ化の影響によって、ಥ発的な߽Ӎや強い台風・ۃ端な高Թなど、ࢲたͪはこれまでに経験したこ
とがないような気ީの変化に直面しています。気ީ変動に関する間パネル（*1$$※）の最新の報告書に
よれば、ࢲたͪ人間の活動がԹஆ化の要ҼであるՄ能性が「ۃめて高い」ことが指ఠされています。
　そこで市では、市民、事業者および市の各主体が、それぞれの役割に応じた地ٿԹஆ化対策を自主的に推
進することを目的として、平成28年度から平成32年度までの5年間を期間とする上天草市地ٿԹஆ化対策
実行計画を策定しました。

˞ *1$$ʜٿԹஆԽにͭいて、ՊֶのઐՈでͭ͘るࡍࠃతなؒߏػڀݚɻੈք130Χ2ࠃઍ人以্の
ɹɹɹɹçઐՈのՊֶతݟをूしたʮධՁ報ࠂ書ʯを数年͓きにൃ行してますɻ

　地ٿをแむ大気には、太陽のの一部をٵ収して、人間が生
活しやすいԹ度にするΨスが含まれています。これを、Թ室効
ՌΨスとݺびます。Թ室効ՌΨスが無いと、地ٿのԹ度は低く
なり、ଟくの生物がࢮんでしまいますが、ٯに増えすぎると地
。Թஆ化ですٿ象が地ݱがஆかくなりすぎます。このٿ
　地ٿԹஆ化に最も影響を及ぼすものに二ࢎ化ૉがあげられ
ます。二ࢎ化ૉは、ੴ༉、ੴ、天વΨスなどの化ੴ燃料を
燃やすとき、空気中に大量に排出されるため、地ٿがஆかく
なってしまいます。
　日本では、電気やΨス、Ψιリンなどのエネルギー資ݯの約
90％をこの化ੴ燃料に頼っているのがݱ状です。

　Թ室効ՌΨスの排出部門として、産業部門（製業や農ྛਫ産
業）、業務部門（商業施設や事務所）、家庭部門、運༌部門（自動
車や船ഫ）、廃غ物部門の５つに分類することができます。
　本市における平成24年度（基४年度）のԹ室効ՌΨス排出量
は、197.7千トンと推計されました。部門別のߏ成ൺでみると、
運༌部門が最も高く、次いで業務部門、産業部門、家庭部門と
なっています。

ٿԹஆԽͬͯԿͩΖ͏ʁ

　Թ室効ՌΨスの排出部門として、産業部門（製業や農ྛਫ産

ԹࣨޮՌΨεഉग़ྔͷگݱਪܭ

　計画では、平成32年度を目ඪ年度とし、基४年度の平成24年
度の排出量から減目ඪを設定しています。本市の人口減গ予ଌ
に基づく各部門における活動量の推Ҡと、家庭でできる省エネ行
動を市民の数が実ફしたと定し、目ඪを設定しました。
　その結Ռ、平成24年度ൺで平成32年度までに25.7％の排出量
の減を目指します。

ഉग़ྔͷݮඪ

【্ఱࢢͷ$02�ഉग़ྔͷߏ成ൺ】

産業部門
19%

業務部門
22%

家庭部門
17%

運輸部門
41%

廃棄物部門
1%

平成24年度
197.7千トン

　地ٿԹஆ化にストップをかけるためには、一人ひとりが問意識を持ͪ、行動
することが大切です。一人では効Ռが無いようにࢥえますが、みんなで取り組め
ば大きな効Ռが期待できます。家庭で、できるだけお金をかけず、無理なく取り
組める省エネ行動と効Ռを介します。（※減効Ռはあくまで目安です）
　また、太陽光発電や省エネ設備などを活用すれば、さらに減効Ռが見込めま
す。（関連の補助金制度は38ページをご覧ください）

ՈఉͰͰ͖ΔলΤωߦ動

機器 取組事例 અ約 /年 減$02
量 /年

エアコン

ྫྷԹ度を28ˆに設定。
（外気Թ31ˆの時、エアコン
（2.2k8）の設定Թ度を27ˆから
28ˆにした場合（9時間 /日））

670円 10.6kH

ஆԹ度を20ˆに設定。
（外気Թ度6ˆの時、エアコン
（2.2k8）の設定Թ度を21ˆから
20ˆにした場合（9時間 /日））

1,170円 18.6kH

フΟルターを月に1、2回ਗ਼。
フΟルターが目٧まりしているエ
アコン（2.2kw）とਗ਼した場合
のൺֱ

700円 11.2kH

ੴ༉
ώーター

必要な時だけつける。
運転を1	日1	時間ॖした場合。
（設定Թ度：20ˆ）

1,360円 40.9kH

電機
こたつ

こたつ布団に、上ֻけとෑ布団を
あわせて使う。
こたつ布団だけの場合と、こたつ
布団に上ֻけとෑ布団を併用した
場合のൺֱ。（1日5時間使用）

710円 11.4kH

照明器具
電ٿ型ܬ光ランプに取り替える。
548の白電ٿから128の電
。した場合ߋ光ランプに変ܬܗٿ

1,850円 29.4kH

テレϏ

画面は明る過ぎないようにする。
ӷথテレϏ（327	型ӷথ）の画
面ً度を最大から中に調અした場
合。

600円 9.5kH

電気
ྫྷ蔵庫

ものを٧め過ぎない。
٧め込んだ場合と、分にした場
合のൺֱ

960円 15.3kH

設定Թ度を適切に保つ。
周囲Թ度22ˆで、設定Թ度を「強」
から「中」にした場合。

1,360円 21.6kH

ᶇนから適切な間ִで設置する。
上と両側がนにしている場合と
ย側がนにしている場合とのൺ
ֱ。

990円 15.8kH
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出య）家庭の省エネ大事య2012（省エネルギーセンター）

排出量の๐ῶ目ᶆ

計画では、平成32年度を目ᶆ年度とし、基準年度である平成
24年度の排出量から๐ῶ目ᶆを設定しています。
目ᶆ設定の⪃え᪉として、ᚋ、本市の人ཱྀがῶᑡするண 

に基䛵く各部門における活動量の推⛣と、家庭でできる┬エネ
行動を全市民の༙数が実㊶したሙྜを定し、目ᶆを設定しま
した。
その⤖果、平成24年度比で平成32年度までに25.7％の排出量

の๐ῶを目指します。

家庭でできる┬エネ行動

῝้化する地球温暖化にスト䝑䝥をかけるためには、一人䜂とりが問
題ព㆑をᣢち、行動することが大ษです。一人では効果が↓いようにᛮ
えますが、みんなでྲྀり⤌めば大きな効果が期ᚅできます。家庭で、で
きるだけお㔠をかけ䛪、↓⌮なくྲྀり⤌䜐ことのできる┬エネ行動とその
効果を䛤⤂します。（※๐ῶ効果はあくまで目Ᏻです）

また、太陽ග発電や┬エネ設ഛなどを活⏝すれば、さらに๐ῶ効果が
見㎸めます。（関㐃の⿵ຓ㔠ไ度は次䝨ー䝆を䛤ぴください）

機ჾ➼ ྲྀ⤌事 ๐ῶ効果

エ䜰䝁ン

෭ᡣは28䉝に、暖ᡣは20䉝に設定
し、ᚲ要なだけつけまし䜗う
䝣䜱ルターを᭶に䠍ᅇか２ᅇΎᤲしま
し䜗う

61.3kg-CO2
3,850

石油䝣䜯ン
䝠ーター

室温は20䉝に設定し、ᚲ要なだけ
つけまし䜗う

66.3kg-CO2
2,180

電気カー
䝨䝑ト

ᗈさにあった大きさを㑅び、設定温
度を低めにしまし䜗う

96.6kg-CO2
6,070

電気こたつ
温度を低めに設定し、こたつᕸᅋに、
上けとᩜᕸᅋをあ䜟せていまし䜗
う

28.5kg-CO2
1,790

↷᫂
電球ᆺ⺯ග䝷ン䝥にྲྀり᭰え、Ⅼⅉ
間を▷くしまし䜗う

30.9kg-O2
1,950

䝔䝺䝡
画面の㍤度を最大から中ኸに変᭦し、
見ないときはᾘしまし䜗う

15.4kg-CO2
970

パソ䝁ン
電源䜸䝥䝅䝵ンを見直し、䜟ないとき
は電源をษりまし䜗う

2.4kg-CO2
150

෭ⶶᗜ

温度を「中」に設定し、ものをワめ㐣ぎ
䛪、↓㥏な㛤㛢はしないようにしまし䜗
う
ቨから㐺ษな間㝸で設⨨しまし䜗う

58.4kg-CO2
3,670

機ჾ➼ ྲྀ⤌事 ๐ῶ効果

ガス⤥ჾ 㣗ჾをὙうは低温に設定しまし䜗う
20.0kg-CO2
1,210

電Ꮚ䝺ン䝆
㔝⳯のୗ䛤しらえに電Ꮚ䝺ン䝆を活⏝
しまし䜗う

43.6kg-CO2
2,620

電気䝫䝑ト
㛗間⏝しないときは䝥䝷䜾をᢤき
まし䜗う

37.6kg-CO2
2,360

ガス䝁ン䝻
⅖がな䜉ᗏからはみ出ないようㄪ⠇
しまし䜗う

5.4kg-CO2
330

㣗ჾὙい
⇱機

⏝するときはまとめὙいをしまし䜗う
2.0kg-CO2
8,060

風࿅⤥ჾ
ධᾎは間㝸を空け䛪にධり、䝅䝱䝽ー
はᚲ要にὶさないようにしまし䜗う

116.1kg-CO2

8,030

温水Ὑί౽
ჾ

౽ჾ暖ᡣやὙί水の温度は低めに
設定し、䜟ないときは䝣タを㛢めま
し䜗う

26.2kg-CO2
1,650

Ὑ℆機 Ὑ℆物はまとめてὙいまし䜗う
2.1kg-CO2
3,950

ᤲ㝖機
部ᒇを∦けてからᤲ㝖機をかけ、䛤
みパ䝑䜽は㐺ᐅとりかえまし䜗う

2.4kg-CO2
150

自動車
䜰䜲䝗リン䜾スト䝑䝥やຍῶ㏿のᑡな
い運㌿、᪩めの䜰䜽セル䜸䝣をᚰけ
まし䜗う

346.0kg-CO2

20,170

䛤みのῶ量
分別できる䛤みは資源化して、可燃䛤
みをῶらしまし䜗う

3.3kg-CO2

年間で約970 kg-CO2、
約69千๐ῶできます

地球にも家計にも
やさしい䛽！

「しんき䜕うさん」でㄪ䜉てみよう！
家庭でのᾘ㈝電ຊ量の高いエ䜰䝁ン、䝔䝺

䝡、෭ⶶᗜなどについて、現ᅾおいの製ရ
と┬エネ製ရの比㍑ができる䝅ス䝔䝮です。
パソ䝁ンやス䝬ート䝣䜷ンで⡆༢にㄪ䜉ること
ができます。

しんき䜕うさん

197.7

146.8
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した。
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■問合せ先　生活環境課環境衛生係
　☎0964（26）5524
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計画では、平成32年度を目ᶆ年度とし、基準年度である平成
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した。
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目ᶆ設定の⪃え᪉として、ᚋ、本市の人ཱྀがῶᑡするண 

に基䛵く各部門における活動量の推⛣と、家庭でできる┬エネ
行動を全市民の༙数が実㊶したሙྜを定し、目ᶆを設定しま
した。
その⤖果、平成24年度比で平成32年度までに25.7％の排出量

の๐ῶを目指します。

家庭でできる┬エネ行動

῝้化する地球温暖化にスト䝑䝥をかけるためには、一人䜂とりが問
題ព㆑をᣢち、行動することが大ษです。一人では効果が↓いようにᛮ
えますが、みんなでྲྀり⤌めば大きな効果が期ᚅできます。家庭で、で
きるだけお㔠をかけ䛪、↓⌮なくྲྀり⤌䜐ことのできる┬エネ行動とその
効果を䛤⤂します。（※๐ῶ効果はあくまで目Ᏻです）

また、太陽ග発電や┬エネ設ഛなどを活⏝すれば、さらに๐ῶ効果が
見㎸めます。（関㐃の⿵ຓ㔠ไ度は次䝨ー䝆を䛤ぴください）

機ჾ➼ ྲྀ⤌事 ๐ῶ効果

エ䜰䝁ン

෭ᡣは28䉝に、暖ᡣは20䉝に設定
し、ᚲ要なだけつけまし䜗う
䝣䜱ルターを᭶に䠍ᅇか２ᅇΎᤲしま
し䜗う

61.3kg-CO2
3,850

石油䝣䜯ン
䝠ーター

室温は20䉝に設定し、ᚲ要なだけ
つけまし䜗う

66.3kg-CO2
2,180

電気カー
䝨䝑ト

ᗈさにあった大きさを㑅び、設定温
度を低めにしまし䜗う

96.6kg-CO2
6,070

電気こたつ
温度を低めに設定し、こたつᕸᅋに、
上けとᩜᕸᅋをあ䜟せていまし䜗
う

28.5kg-CO2
1,790

↷᫂
電球ᆺ⺯ග䝷ン䝥にྲྀり᭰え、Ⅼⅉ
間を▷くしまし䜗う

30.9kg-O2
1,950

䝔䝺䝡
画面の㍤度を最大から中ኸに変᭦し、
見ないときはᾘしまし䜗う

15.4kg-CO2
970

パソ䝁ン
電源䜸䝥䝅䝵ンを見直し、䜟ないとき
は電源をษりまし䜗う

2.4kg-CO2
150

෭ⶶᗜ

温度を「中」に設定し、ものをワめ㐣ぎ
䛪、↓㥏な㛤㛢はしないようにしまし䜗
う
ቨから㐺ษな間㝸で設⨨しまし䜗う

58.4kg-CO2
3,670

機ჾ➼ ྲྀ⤌事 ๐ῶ効果

ガス⤥ჾ 㣗ჾをὙうは低温に設定しまし䜗う
20.0kg-CO2
1,210

電Ꮚ䝺ン䝆
㔝⳯のୗ䛤しらえに電Ꮚ䝺ン䝆を活⏝
しまし䜗う

43.6kg-CO2
2,620

電気䝫䝑ト
㛗間⏝しないときは䝥䝷䜾をᢤき
まし䜗う

37.6kg-CO2
2,360

ガス䝁ン䝻
⅖がな䜉ᗏからはみ出ないようㄪ⠇
しまし䜗う

5.4kg-CO2
330

㣗ჾὙい
⇱機

⏝するときはまとめὙいをしまし䜗う
2.0kg-CO2
8,060

風࿅⤥ჾ
ධᾎは間㝸を空け䛪にධり、䝅䝱䝽ー
はᚲ要にὶさないようにしまし䜗う

116.1kg-CO2

8,030

温水Ὑί౽
ჾ

౽ჾ暖ᡣやὙί水の温度は低めに
設定し、䜟ないときは䝣タを㛢めま
し䜗う

26.2kg-CO2
1,650

Ὑ℆機 Ὑ℆物はまとめてὙいまし䜗う
2.1kg-CO2
3,950

ᤲ㝖機
部ᒇを∦けてからᤲ㝖機をかけ、䛤
みパ䝑䜽は㐺ᐅとりかえまし䜗う

2.4kg-CO2
150

自動車
䜰䜲䝗リン䜾スト䝑䝥やຍῶ㏿のᑡな
い運㌿、᪩めの䜰䜽セル䜸䝣をᚰけ
まし䜗う

346.0kg-CO2

20,170

䛤みのῶ量
分別できる䛤みは資源化して、可燃䛤
みをῶらしまし䜗う

3.3kg-CO2

年間で約970 kg-CO2、
約69千๐ῶできます

地球にも家計にも
やさしい䛽！

「しんき䜕うさん」でㄪ䜉てみよう！
家庭でのᾘ㈝電ຊ量の高いエ䜰䝁ン、䝔䝺

䝡、෭ⶶᗜなどについて、現ᅾおいの製ရ
と┬エネ製ရの比㍑ができる䝅ス䝔䝮です。
パソ䝁ンやス䝬ート䝣䜷ンで⡆༢にㄪ䜉ること
ができます。

しんき䜕うさん

197.7

146.8
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ＳＴＯＰ！地球温暖化
上天草市地球温暖化対策実行計画を策定しました

地球温暖化の影響によって、突発的な豪雨や強い台風・極端な
高温など、私たちはこれまでに経験したことがないような気候の変
化に直面しています。気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ※）
の最新の報告書によれば、私たち人間の活動が温暖化の要因で
ある可能性が「極めて高い」ことが指摘されています。
そこで市では、市民、事業者および市の各主体が、それぞれの

役割に応じた地球温暖化対策を自主的に推進することを目的とし
て、平成28年度から平成32年度までの5年間を期間とする上天草
市地球温暖化対策実行計画を策定しました。

※ＩＰＣＣ・・・地球温暖化問題について、科学の専門家でつくる国際的な政府間研
究機構。世界130カ国２千人以上の専門家の科学的知見を集約した「評価報告書」
を数年おきに発行してます。

温室効果ガス排出量の現況推計

産業部門
19%

業務部門
22%

家庭部門
17%

運輸部門
41%

廃棄物部門
1%

平成24年度
197.7千トン-CO2

温室効果ガスの排出部門として、産業部門（製造業や農林水産業）、
業務部門（商業施設や事務所）、家庭部門、運輸部門（自動車や船舶）、
廃棄物部門の５つに分類することができます。
本市における平成２４年度（基準年度）の温室効果ガス排出量は、

197.7千トン-CO2と推計されました。部門別の構成比でみると、運輸部
門が最も高く、次いで業務部門、産業部門、家庭部門となっています。

地球温暖化って何だろう？

地球を包んでいる大気には、太陽の熱の一部を吸収して、地球を
人間が生活しやすい温度にするガスが含まれています。これを、温
室効果ガスと呼んでいます。
温室効果ガスがないと、地球の温度は低くなり、多くの生物が死ん

でしまいます。しかし、逆に温室効果ガスが増えすぎると地球が暖
かくなりすぎてしまいます。この現象が地球温暖化です。この中で、
地球温暖化に最も影響を及ぼすものに二酸化炭素があげられま
す。二酸化炭素は、石油、石炭、天然ガスなどの化石燃料を燃やす
とき、空気中に大量に排出されるため、燃やせば燃やすほど大気中
に増え、地球が暖かくなってしまいます。
日本では、電気やガス、ガソリンなどのエネルギー資源の約90％

をこの化石燃料に頼っているのが現状です。
（出典）全国地球温暖化防止活動推進センター

【上天草市の各部門おける排出量の構成
比】

ＳＴＯＰ！地球温暖化
上天草市地球温暖化対策実行計画を策定しました

地球温暖化の影響によって、突発的な豪雨や強い台風・極端な
高温など、私たちはこれまでに経験したことがないような気候の変
化に直面しています。気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ※）
の最新の報告書によれば、私たち人間の活動が温暖化の要因で
ある可能性が「極めて高い」ことが指摘されています。
そこで市では、市民、事業者および市の各主体が、それぞれの

役割に応じた地球温暖化対策を自主的に推進することを目的とし
て、平成28年度から平成32年度までの5年間を期間とする上天草
市地球温暖化対策実行計画を策定しました。

※ＩＰＣＣ・・・地球温暖化問題について、科学の専門家でつくる国際的な政府間研
究機構。世界130カ国２千人以上の専門家の科学的知見を集約した「評価報告書」
を数年おきに発行してます。

温室効果ガス排出量の現況推計

産業部門
19%

業務部門
22%

家庭部門
17%

運輸部門
41%

廃棄物部門
1%

平成24年度
197.7千トン-CO2

温室効果ガスの排出部門として、産業部門（製造業や農林水産業）、
業務部門（商業施設や事務所）、家庭部門、運輸部門（自動車や船舶）、
廃棄物部門の５つに分類することができます。
本市における平成２４年度（基準年度）の温室効果ガス排出量は、

197.7千トン-CO2と推計されました。部門別の構成比でみると、運輸部
門が最も高く、次いで業務部門、産業部門、家庭部門となっています。

地球温暖化って何だろう？

地球を包んでいる大気には、太陽の熱の一部を吸収して、地球を
人間が生活しやすい温度にするガスが含まれています。これを、温
室効果ガスと呼んでいます。
温室効果ガスがないと、地球の温度は低くなり、多くの生物が死ん

でしまいます。しかし、逆に温室効果ガスが増えすぎると地球が暖
かくなりすぎてしまいます。この現象が地球温暖化です。この中で、
地球温暖化に最も影響を及ぼすものに二酸化炭素があげられま
す。二酸化炭素は、石油、石炭、天然ガスなどの化石燃料を燃やす
とき、空気中に大量に排出されるため、燃やせば燃やすほど大気中
に増え、地球が暖かくなってしまいます。
日本では、電気やガス、ガソリンなどのエネルギー資源の約90％

をこの化石燃料に頼っているのが現状です。
（出典）全国地球温暖化防止活動推進センター

【上天草市の各部門おける排出量の構成
比】
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※ද示金額は万円୯Ґとなっており、四ࣺޒ入のため合計金額にᴥᴪが生じます。

࿈݁७ࢿ産ม動ࢉܭॻ
ɹࢿ産ͱෛ࠴の差額で͋る७ࢿ産の̍年ؒの૿
減をදしたものですɻ

（H2��4�1）ߴ産ࢿट७ظ 806ԯ4,141万円
७経ৗ行ίετ ˚204ԯ4,886万円
ࢿຊ減（イϯϑϥࢿ産） ˚25ԯ669万円
財ݯ調ୡ

225ԯ2,992万円　市税、社会保険料、
　補助金など
ͦのଞ

˚62ԯ5,964万円
　ྟ時ଛӹ・出資など

産ࢿ७ظ （H27�3�31）ߴ 739ԯ5,614万円

平
成
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度

連
結
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類
を
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し
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上
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皆
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■
問
合
せ
先　
財
政
課
財
政
係　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
８

࿈݁ߦίετࢉܭॻ
ɹࢿ産ܗ成にͭながらない人తαʔϏεڅ付
αʔϏεなどにどの͘らいの͓ۚがかかͬてい
るかをࣔしたものですɻ
経ৗඅ༻（̖） 265ԯ4,974万円

人にかかるίετ
67ԯ5,870万円　職員給༩・ٞ員報ु、

　ୀ職手当など
にかかるίετ

61ԯ5,682万円　物品購入、光ਫ費、
　施設修સ、減価ঈ٫費など
Ҡసࢧग़తなίετ

129ԯ715万円　社会保障給付費、団体
　への補助金など
ͦのଞ

6ԯ2,708万円　地方࠴（आ入金）の利
　子など

経常収ӹ（̗）
60ԯ88万円サーϏスを受けるための

施設使用料、手数料など
७経常行コスト（̖－̗）204ԯ4,886万円

入や減価܁金支出をわないୀ職手当引当金ݱ　
ঈ٫費なども財務書類ではコストに加えています。

■ී௨ձ計
Ұൠձܭ、ྍॴಛผձࡈ、ܭಛผձܭ、
ఱ࢛ϝϞϦΞϧϗʔϧಛผձܭ

業ձ計ا■
ਫಓۀࣄձܭ、පӃۀࣄձܭ

■特ผձ計
ಛผݥհ護保、（ఆצۀࣄ）ܭಛผձݥ保߁ຽ݈ࠃ
ձڞެ、ܭԼਫಓۀࣄಛผձܭ、༲成ۀࣄ
ಛผձܭ、後ऀྸߴظҩྍಛผձܭ、ి気ۀࣄಛ
ผձܭ
্ఱࢢͷձܭ ࿈ ݁ ֎෦άϧʔϓ
■Ұ෦事合

ఱҬ࿈߹、্ఱӴੜࢪઃ߹
্ఱɾӉਫಓஂۀا

■ͦのଞ
ύϥイκ্ఱ᷂

্ఱࡒࢢॻྨͷ࿈݁ൣғͷΠϝʔδ

࿈݁ିआରরදɹόϥϯεγʔτ
　年度末時点で行サーϏスを提供するための資産や財産をどれだけ保有しているか、その資産をどのよ
うな負担で蓄積してきたか、また、これからどれくらいのお金を返済していかなければならないかを示し
たものです。
࢈ࢿ 1,072ԯ133万円
世・次ݱ、市が保有している財産で、ࡏݱ
世が提供を受ける行サーϏスの総額です。
産ࢿڞެ 929ԯ1,491万円
　学校、道࿏、ڮ、公園など
ࢿ等 87ԯ6,732万円
　基金（ஷ金）、長期貸付金、
　出資金、有価証݊など
ྲྀಈࢿ産 55ԯ1,910万円
　未収金（税など）、
金預金ݱ　
　　　（39ԯ2,548万円）

合計࢈ࢿ 1,072ԯ133万円

負࠴ 332ԯ4,519万円
次世が負担する地方࠴（आ入金）や職員のୀ職
金など、ক来負担する必要がある࠴務です。
࠴ఆෛݻ
　地方࠴、ୀ職手当引当金、 290ԯ3,817万円
　修સ引当金など
ྲྀಈෛ࠴ 42ԯ702万円
　翌年度ঈؐ予定の地方࠴
　や༩引当金など

७࢈ࢿ 739ԯ5,614万円
資産を保有するためにࡏݱまでの世が負担して
きた金額です。資産の額と負࠴の額との差額とな
ります。

負ٴ࠴ͼ७࢈ࢿ合計 1,072ԯ133万円

ିआରরද͔ΒΘ͔Δ͜ͱ
・ࣾձࢿຊܗ成のੈ負担ʜࣾձࢿຊのඋの݁Ռをࣔすެࢿڞ産の͏ͪ、正ຯࢿ産（ฦٛࡁのない
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࢿ産）にΑͬてܗ成͞Εているൺですɻ
ɹɹɹɹɹ˔কདྷੈのෛ୲（ෛ࠴ʗެࢿڞ産）ɹʹɹ35�8ˋ
ɹɹɹɹɹ˔現ੈのෛ୲（७ࢿ産ʗެࢿڞ産）ɹʹɹ7���ˋ

࿈݁ࢿ金ऩࢉܭࢧॻ ຽ̍ਓ͋ͨΓͷିआରরදࢢ
１年間のお金の流れを示したものです。

期टࢿ金高（H26.4.1） 44ԯ7,031万円
期ऩ支 ˚5ԯ4,483万円

経ৗతऩࢧ 41ԯ870万円
ࢧ産උऩࢿڞެ ˚14ԯ1,902万円
ࢿɾ財తऩࢧ ˚32ԯ3,452万円

期ࢿ金高（H26.3.31） 39ԯ2,548万円

　	平成26年度の資金収支は、約5ԯ円のマイナ
スとなりました。

（29,382人ʗ H27.3.31ࡏݱ）
ᶃ࢈ࢿ 365万円 家計に例えると…

産ࢿڞެ 316万円 家・土地・車
ࢿ等 30万円 式・定期預金ג
ྲྀಈࢿ産 19万円 普通預金・ݱ金

負࠴ᶄ 113万円 ローン残高

७࢈ࢿᶃʵᶄ 252万円 返済義務がない資
産など

　連結貸आ対照දを年度末（H27.3.31ࡏݱ）の住民
基本台帳登録者数で割って、市民一人あたりの貸आ
対照දを࡞成しました。その߲目を家計に例えると
上記のようになります。
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お知らせ

困
っ
た
な
と
思
っ
た
と
き
は
一

人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）

▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　
も
っ
と
身
近
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
松
島
地
区

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

・
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

○
姫
戸
地
区

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
別
館

会
議
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

・
場
所　
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
問
合
せ
先
・
相
談
電
話
番
号

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

☎
生
活
環
境
課

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

　
市
民
な
ど
の
法
律
な
ど
に
関

す
る
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と

（
家
庭
・
金
銭
・
相
続
・
登
記

な
ど
の
問
題
）
の
相
談
に
対
し
、

弁
護
士
が
指
導
、
助
言
な
ど
を

行
い
、
そ
の
問
題
の
解
決
ま
た

は
解
決
の
糸
口
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
者　
本
市
に
お
住
ま
い

の
人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

▼
開
設
日
時　
５
月
17
日（
火
）

午
後
１
時
～
５
時

▼
開
設
日
時　
大
矢
野
庁
舎
１

階
相
談
室

▼
相
談
費
用　
無
料

▼
相
談
方
法　
面
談
相
談
で
、

同
一
案
件
に
対
し
１
回
の
相
談

▼
相
談
時
間　
１
人
１
回
30
分

ま
で

▼
申
込
方
法　
完
全
予
約
制

※
総
務
課
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
の

申
込
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
生
活
環

境
課
市
民
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
４

☎
生
活
環
境
課

行
政
相
談

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望・

意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　
5
月
12
日
（
木
）

○
松
島　
午
後
1
時
～
4
時
・

松
島
庁
舎

▼
開
設
日　
5
月
12
日
（
木
）

○
大
矢
野　
午
後
1
時
～
4
時・

大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　
生
活
環
境
課
市

民
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
４

☎
都
市
整
備
課

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
金
の
事
前
申
込
み

　
「
生
活
排
水
」
と
「
し
尿
」

を
併
せ
て
処
理
す
る
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金

を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
募
集
を
行
い

ま
す
の
で
、
設
置
予
定
の
人
は
、

事
前
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
の
対
象　
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
人

˓
専
用
住
宅
（
小
規
模
店
舗
付

住
宅
は
、
住
宅
部
分
が
１
／

２
以
上
）
で
あ
る
こ
と

˓
内
示
後
か
ら
平
成
29
年
３
月

末
の
間
に
設
置
完
成
予
定
の
人

˓
下
水
道
認
可
区
域
外
や
災
害

危
険
区
域
外
に
設
置
の
人

※
別
荘
・
店
舗
の
み
は
、
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
予

算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　
事
前
申
込
書
を

都
市
整
備
課
ま
た
は
各
統
括

支
所
へ
提
出

※
申
込
書
は
都
市
整
備
課
お
よ

び
支
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▼
補
助
金
の
額　

 

○
５
人
槽 

33
万
２
０
０
０
円

○
７
人
槽 

41
万
４
０
０
０
円

○
10
人
槽 

54
万
８
０
０
０
円

※
国
の
基
準
額
が
改
正
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
補
助
額
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

水
・
環
境
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
６

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

☎
観
光
お
も
て
な
し
課

花
苗
を
配
布
し
ま
す

　
美
し
い
上
天
草
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
年
２
回
市
内
の

公
園
や
沿
道
な
ど
に
植
え
る
花

苗
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布

を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
期
間

内
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
間　
４
月
下
旬
と
10

月
下
旬
を
予
定

▼
植
栽
場
所　
市
内
の
公
園
、

沿
道
、
学
校
、
集
会
場
な
ど

の
敷
地
内
で
所
有
者
の
承
諾

を
得
て
い
る
場
所
。

※
公
共
性
が
低
い
場
所
（
個
人

住
宅
の
敷
地
内
な
ど
）
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
花
苗
の
種
類　
百
日
草
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
キ
ン
セ
ン

カ
、
葉
牡
丹
、
ノ
ー
ス
ポ
ー

ル
な
ど

※
苗
の
種
類
は
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法　
昨
年
申
し
込
み

を
行
っ
た
人
に
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
申

込
書
を
発
送
し
ま
す
。
新
し

く
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人

は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項　
天
候
の
影
響
な

ど
で
ご
希
望
の
花
苗
の
数
を

配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
上
天
草
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
４
（
59
）
２
２
２
８

税
の
ひ
ろ
ば

☎
税
務
課

�
月
の
納
税

　
平
成
28
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
第
1
期
・
軽
自
動
車
税
の
納

期
限
が
次
の
よ
う
に
改
正
と
な

り
ま
し
た
。

　
4
月
30
日
→
5
月
31
日
（
土
、

日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
問
合
せ
先

˓
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

˓
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
０

☎
税
務
課

帳
簿
の
縦
覧

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
で
、
自
己
所
有
以
外
の
土
地
、

家
屋
の
評
価
額
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
（
所
有
者
名
な
ど
の
表

示
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
ま
た
、

自
己
所
有
の
土
地
、
家
屋
は
、

名
寄
帳
で
確
認
で
き
ま
す
。
な

お
、
縦
覧
期
間
中
（
５
月
31
日

ま
で
）
は
、
名
寄
帳
の
交
付
手

数
料
は
無
料
で
す
。

▼
縦
覧
で
き
る
人

˓
固
定
資
産
税
（
土
地
ま
た
は

家
屋
）
の
免
税
点
以
上
の
納

税
義
務
者
お
よ
び
同
一
世
帯

の
親
族

˓
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

（
相
続
人
代
表
者
、
納
税
管

理
人
）

˓
物
件
所
有
者
の
相
続
人
（
相

続
権
を
有
す
る
こ
と
を
証
す

る
書
類
が
必
要
）

˓
委
任
状
持
参
の
代
理
人
（
法

人
は
代
表
者
ま
た
は
委
任
を

受
け
た
人
）

※
窓
口
で
は
本
人
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

▼
期
間　
5
月
31
日
（
火
）
ま

で

※
午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
曜
日
、
祝
日

を
除
き
ま
す
）

▼
場
所　
税
務
課
お
よ
び
各
庁

舎
、
各
統
括
支
所
窓
口

▼
問
合
せ
先　
税
務
課
固
定
資

産
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
０

税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
国
税
局
や
税
務
職
員
を
名
乗

る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
や

年
金
受
給
調
査
と
称
し
て
、
年

齢
や
家
族
構
成
、
年
金
の
受
給

状
況
、
預
金
残
高
や
口
座
情
報

な
ど
に
つ
い
て
聞
き
出
そ
う
と

す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
詐
欺
事

件
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
さ

ま
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

す
る
場
合
は
、
提
出
し
て
い

た
だ
い
た
申
告
書
な
ど
を
基

に
そ
の
内
容
を
ご
本
人
に
確

認
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。
ご
不
審
な
点
が
あ

る
と
き
は
、
即
答
を
避
け
、

税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
天
草
税
務
署

　
☎
0
9
6
9
（
22
）
2
5
1
0

☎
健
康
づ
く
り
推
進
課

年
金
相
談
相
談
・
申
請

　
年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
（
事

前
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
５
月
19
日
（
木
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時

※
４
月
か
ら
毎
月
第
３
木
曜
日

の
開
設
と
な
り
ま
し
た
。

▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟

１
階
会
議
室

▼
予
約　
市
役
所
各
窓
口
も
し

く
は
健
康
づ
く
り
推
進
課
国

保
事
業
係
ま
で

　
ὸ
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
５

※
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金

相
談
予
約
受
付
中

　
待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず

は
、
年
金
手
帳
を
準
備
し
て

お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
本
渡
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室

　
ὸ
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

☎
健
康
づ
く
り
推
進
課

健
康
相
談

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
で
、
健
康
相
談
が
必
要

な
人
を
対
象
に
、
看
護
師
が
健

康
相
談
の
た
め
に
お
宅
を
訪
問

し
ま
す
。
医
療
機
関
の
受
診
の

仕
方
や
日
常
生
活
で
の
健
康
管

理
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
健
康
づ
く
り
推

進
課
国
保
事
業
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
４

☎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

　
契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
、
多
重
債
務
（
借
金
問

題
）
で
お
悩
み
の
人
の
ご
相
談

な
ど
、
消
費
全
般
に
関
す
る
ご

相
談
に
対
し
て
専
門
の
相
談
員

が
問
題
解
決
に
向
け
て
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
な
、

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

I
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

23 広報上天草 222016ɽ4月号

22-31_お知らせ.indd   22-23 2016/04/08   15:18:56



お知らせ

☎
社
会
教
育
課

ゆ
め
の
ね
い
ろ
お
ん
が
く

か
い
JO
上
天
草

▼
内
容

○
第
1
部　
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
の
調
べ

○
第
2
部　
ゆ
め
の
ね
い
ろ
歌

謡
祭

▼
日
時　
5
月
8
日
（
日
）　

午
後
1
時
開
場
（
午
後
1
時

30
分
開
演
）

▼
場
所　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

ア
ロ
マ

▼
入
場
料　
１
０
０
０
円（
小・

中
学
生　
５
０
０
円
）

▼
問
合
せ
先　
樂
奏
団ç

ゆ
め

の
ね
い
ろ
（
松
永
）

　
☎
０
９
０（
７
１
６
８
）１
１
０
４

「
漢
字
検
定
」
受
験
者
募
集

　
天
草
教
育
会
館
で
は
平
成
28

年
度
第
一
回
漢
字
検
定
の
受
験

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者　
小
学
３
年
生
か
ら

大
人
ま
で

▼
検
定
日　
６
月
19
日
（
日
）

▼
検
定
会
場　
天
草
教
育
会
館

（
天
草
市
）

▼
申
込
期
限　
５
月
２
日（
月
）

ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
、
料
金
、

時
間
な
ど
の
詳
細
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

天
草
教
育
会
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
（
一
財
）

天
草
教
育
会
館

　
☎
０
９
６
９
（
23
）
２
３
５
５

☎
都
市
整
備
課

建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
調
査
費
を
補
助
し
ま
す

▼
補
助
対
象
（
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
も
の
）

˓
市
内
に
あ
る
民
間
建
築
物

˓
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が

施
工
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
の

あ
る
建
築
物

˓
他
の
補
助
金
を
受
け
て
、
吹

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査

を
し
た
こ
と
の
な
い
建
築
物

▼
補
助
対
象
者　
建
築
物
の
所

有
者
で
、
市
税
、
使
用
料
な

ど
の
滞
納
が
な
い
人

▼
補
助
額　
１
棟
当
た
り
25
万

円
を
上
限
。
た
だ
し
、
国
の

補
助
額
が
25
万
円
以
下
の
場

合
は
、
そ
の
額

▼
募
集
戸
数　
１
戸

▼
申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
都
市
整
備

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
、
５
月
中
頃
か
ら
行

い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
調
査
は
、
採
択
後
に
建
築
物

の
所
有
者
が
、
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
・
分
析
を
行
っ

て
い
る
事
業
所
と
契
約
し
て

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
都
市
整
備
課
都

市
計
画
・
住
宅
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
６

☎
都
市
整
備
課

戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
費
を
補
助
し
ま
す

▼
補
助
対
象
（
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
も
の
）

˓
市
内
に
あ
る
、
人
が
住
ん
で

い
る
戸
建
木
造
住
宅
。（
空

き
家
は
対
象
外
）

˓
従
来
軸
組
構
法
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
平
屋
建
て
、
も
し

く
は
２
階
建
て
の
も
の

˓
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
し
た
も
の

˓
建
築
基
準
法
に
係
る
違
反
の

な
い
も
の

※
店
舗
や
増
築
部
分
が
あ
る
住

宅
は
、
補
助
の
対
象
外
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者　
住
宅
の
所
有

者
で
、
市
税
、
使
用
料
の
滞

納
が
な
い
人

▼
補
助
額　
耐
震
診
断
に
要
す

る
費
用
の
２
／
３
以
内
の
額

で
、
１
戸
に
つ
き
８
万
円
を

限
度

▼
募
集
戸
数　
１
戸
程
度

▼
申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
都
市
整
備

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
５
月
中
頃
か
ら
行
い

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
採
択
後
、
申
請
者
と
熊
本
県

建
築
士
会
天
草
支
部
が
契
約

を
締
結
し
、
耐
震
診
断
を
実

施
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
都
市
整
備
課
都

市
計
画
・
住
宅
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
６

☎
都
市
整
備
課

土
砂
災
害
危
険
住
宅
移
転

促
進
事
業

　
市
で
は
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
等
内
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
）
の
居
住
者
の
生
命
と
身
体

の
保
護
を
目
的
と
し
て
、
土
砂

災
害
危
険
住
宅
の
移
転
を
行
う

住
民
を
対
象
に
、
住
宅
の
除
去

な
ど
に
か
か
っ
た
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

▼
補
助
対
象　
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

内
に
あ
る
建
築
物
で
、
現
在

お
住
ま
い
の
住
宅
（
賃
借
住

宅
を
除
く
）

▼
交
付
要
件

˓
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
の
除

去
˓
市
内
の
安
全
な
区
域
へ
の
移

転
な
ど

▼
補
助
金
の
額　
住
宅
の
除
去

費
、
移
転
経
費
お
よ
び
移
転

住
宅
の
建
設
費
・
購
入
費
な

ど
を
合
わ
せ
た
３
０
０
万
円

以
内
。

▼
問
合
せ
先

˓
県
庁
砂
防
課
防
災
管
理
班

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
５
３

˓
県
庁
建
築
課
建
築
物
安
全
推

進
室

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
３
５

˓
市
役
所
都
市
整
備
課
都
市
計

画
・
住
宅
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
６

そ
の
他

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
10
月
頃
ま
で
に
か
け
て
日
差

し
が
強
く
な
り
、
県
下
で
は

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」
が
発
生

し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

気
温
が
20
℃
以
上
で
風
が
弱
い

日
は
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
注
意
報
が
出
た
ら

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃

度
が
基
準
を
超
え
た
場
合
、
県

か
ら
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
」
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
発
令

さ
れ
た
場
合
は
、
屋
外
で
の
運

動
な
ど
は
や
め
、
で
き
る
だ
け

早
く
室
内
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
く
だ
さ
い

　
県
内
で
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

注
意
報
等
の
発
令
や
Ｐ
Ｍ 

2
・

5
の
注
意
喚
起
時
な
ど
に
、
そ

の
情
報
を
直
接
メ
ー
ル
で
受
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録

方
法
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▼
登
録
方
法

①
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（TLZ!

　

123123.UW

） 

に
、
携
帯
電

話
か
ら
空
メ
ー
ル
を
送
信

②
数
分
後
、
自
動
的
に
返
信
さ

れ
て
く
る
メ
ー
ル
文
末
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク

③
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ
た
ら
、

必
要
事
項
を
選
択
し
、
登
録

ボ
タ
ン
を
選
択
し
て
完
了

▼
問
合
せ
先 

県
庁
環
境
保
全
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
６
９

5515

☎
都
市
整
備
課

景
観
建
築
窓
口

　
平
成
28
年
4
月
か
ら
建
築
基

準
法
な
ど
に
関
す
る
届
出
、
申

請
書
は
「
郵
送
」
に
よ
る
受
付

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

▼
郵
送
先

　
〒
８
６
２

－

０
９
０
１
熊
本

市
東
区
東
町
3
丁
目
11

－

63

県
央
広
域
本
部
景
観
建
築
課

（
熊
本
土
木
事
務
所
）

　
☎
０
９
６（
３
６
７
）１
１
２
５

※
申
請
書
な
ど
は
「
信
書
」
に
な

る
た
め
、
メ
ー
ル
便
や
宅
急
便

で
の
送
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
天
草
広
域
本
部
で
も
月
曜
と

木
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

2
時
に
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
都
市
整
備
課
都

市
計
画
・
住
宅
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
６

☎
番
号
制
度
推
進
室

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
点
字
広

報
誌
な
ど
の
窓
口
設
置

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
場
面

や
取
扱
い
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
た
点
字
広
報
誌
、

大
活
字
広
報
誌
及
び
音
声
Ｃ
Ｄ

を
、
市
役
所
各
庁
舎
窓
口
（
生

活
環
境
課
・
市
民
課
・
姫
戸
統

括
支
所
・
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
）

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先 

企
画
政
策
課
番
号

制
度
推
進
室

　
☎
０
９
６
４（
26
）5
5
4
3

　

͜Μʹͪɺ
ҬแׅࢧԉηϯλʔͰ͢

生活習慣を見直してみませんか？

　外に出るには気持ͪのよいقઅになり
ました。外に出て積ۃ的に体を動かし、
人と交流することは、健康ण໋にもつな
がります。外出ができるよう、体も心も
४備万端でいられる生活श׳を࡞ってお
くことも大切です。まずは、生活श׳を
見直してみましょう。

しポイントݟ
ʪ部屋着ʫ৸る時の格好で過ごしたり、そ
のままでは外出できないをしてい
ませんか。

ʪ生活リζムʫ生活リζムをཚして、外出
や家・༑人などとの交流を難しくし
ていませんか。

ʪقઅ感ʫ年լ状などのقઅのあいさつを
はじめ、生活にقઅ感のあるश׳を取
り入れていますか。

ʪ身だしなみʫ整やひげの手入れ、化হ
やࣃຏきなどを日課にしていますか。
。Պ健診は定期的に受けていますかࣃ

ʪ運動श׳ʫࠊのৎさは、転倒・骨ં
の不安を解消し、外出の意ཉにもつな
がります。ࠊのݩ気を維持するため
の運動や体ૢを取り入れていますか。

　外へ出るָしみやتびを見つけて外出
の機会を増やし、しっかり運動しましょう。

ͷσʔλࢢ
ਓɹɹޱ� 2����ਓʢ����ʣ
உɹɹੑ� �����ਓʢ�����ʣ
ঁɹɹੑ� ���2�ਓʢ��2�ʣ
ੈçଳç� �2ʢ�����ʣށ���
�ͷ໘ੵࢢ �2����ὕɹ
平成28年2月29日現在（　）は前月比

アロームのスプリングフェア

ళ̍̌ˋΦフしますʂʂ

上天草市の皆さまにはいつもアロームをご利用いただきありがとう
ご͟います。期間中、ӈ下のクーポンを切り取り持参すると、

࡞՛子工アローム
大矢野ொ中841�28　ὸ0964（56）4800　10：00－19：00　休（月・第３火）

˒期間　4月15日（金）～5月15日（日）
お待ͪしていますʂ

アローム
10％ off
クーポン

5月15日まで有効
ΩϦτϦ

〈
有
料
広
告
〉
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☎
監
理
課

入
札
情
報

□
２
月
３
日
入
札
分

▼
樋
島
大
橋
補
修
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
・
樋
島
地
区
内

②
瀧
上
工
業（
株
）福
岡
営
業
所

③
福
岡
市

④
５
６
１
６
万
円

⑤
2
月
～
3
月

□
２
月
９
日
入
札
分

▼
上
天
草
港
（
永
目
港
区
）
災

害
復
旧
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
先

②（
有
）山
口
海
運

③
姫
戸
町

④
１
２
９
６
万
円

⑤
2
月
～
3
月

□
２
月
��
日
入
札
分

▼
上
天
草
市
道
路
防
災
点
検
業

務
委
託

①
上
天
草
市
一
円

②（
株
）三
浜
測
量
設
計
社
天
草

営
業
所

③
姫
戸
町

④
２
５
１
万
６
４
０
０
円 

⑤
2
月
～
3
月

□
２
月
2�
日
入
札
分

▼
合
津
東
多
目
的
集
会
所
屋
根

改
修
工
事

①
松
島
町
合
津
７
８
５
番
地
２

②（
株
）松
永
組

③
松
島
町

④
６
３
１
万
８
千
円

⑤
3
月
～
3
月

□
３
月
１
日
入
札
分

▼
下
山
第
５
地
区
道
路
災
害
復

旧
工
事

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②（
株
）千
原
建
設

③
大
矢
野
町

④
４
６
６
万
２
０
０
円 

⑤
3
月
～
3
月

▼
野
々
川
地
区
田
災
害
復
旧
工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
天
栄
工
業（
株
）

③
松
島
町

④
１
２
８
万
５
２
０
０
円 

⑤
3
月
～
3
月

▼
女
鹿
串
地
区
道
路
災
害
復
旧

工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
浦
上
産
業

③
大
矢
野
町

④
１
０
８
万
円 

⑤
3
月
～
3
月

▼
串
地
区
道
路
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
有
）大
和
工
業

③
大
矢
野
町

④
３
７
７
万
２
４
４
０
円 

⑤
3
月
～
3
月

▼
宮
津
地
区
道
路
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②（
有
）マ
サ
ル
建
設

③
大
矢
野
町

④
１
３
６
万
８
０
０
円 

⑤
3
月
～
3
月

▼
千
束
第
１
地
区
道
路
災
害
復

旧
工
事

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②
江
口
土
木

③
大
矢
野
町

④
１
５
０
万
１
２
０
０
円 

⑤
3
月
～
3
月

▼
千
束
第
３
地
区
道
路
災
害
復

旧
工
事

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内

②（
有
）中
原
建
設

③
大
矢
野
町

④
２
９
６
万
６
７
６
０
円 

⑤
3
月
～
3
月

▼
問
合
せ
先　
監
理
課
契
約
検

査
係

　
☎
０
９
６
4
（
26
）
５
５
３
３

☎
水
道
局

水
道
料
金
な
ど
の
特
別
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
平
成
28
年
1
月
24
日
か
ら
25

日
に
か
け
て
の
寒
波
に
伴
う
漏

水
に
つ
い
て
、
水
道
料
金
の
減

免
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
申
請
方
法　
修
理
完
了
後
、

水
道
料
金
減
免
申
請
書
（
特

別
減
免
）
を
記
入
し
、
市
役

所
各
窓
口
に
持
参
す
る
か
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
減
免
対
象　
平
成
28
年
2
月

分（
平
成
28
年
1
月
使
用
分
）

※
漏
水
修
理
が
完
了
し
て
い
て

も
、
減
免
対
象
月
の
使
用
量

が
推
定
使
用
水
量
を
下
回
る

場
合
や
、
基
本
水
量
内
（
大

矢
野
・
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
＝
６

㎥
、
松
島
＝
５
㎥
）
の
場
合

は
減
免
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
必
要
書
類

○
指
定
工
事
店
で
修
理
し
た
場

合
：
減
免
申
請
書

○
指
定
工
事
店
以
外
ま
た
は
、

個
人
で
修
理
し
た
場
合
：
減

免
申
請
書
と
完
了
写
真

▼
申
請
期
限　
5
月
31
日（
火
）

▼
提
出
先　

○
持
参
：
市
役
所
各
窓
口
ま
た

は
水
道
局

○
郵
送
：
〒
８
６
１

－

６
１
９

２
上
天
草
市
松
島
町
合
津
７

９
１
５
番
地
１
上
天
草
市
役

所
水
道
局

▼
問
合
せ
先　
水
道
局
庶
務
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
９

  

ຽ年ۚͷछผͱखଓ͖ࠃ

ねんきんで笑顔

　国民年金の加入者の種別は３種類に分
かれています。
ʪ第１号被保険者ʫ　農ྛ漁業・商業など
の自営業者。学生やフリーターなど

ʪ第２号被保険者ʫ　ް生年金に加入して
いるサラリーマンなど

ʪ第３号被保険者ʫ　第２号被保険者に扶
養されている配ۮ者

■保険料の納め方
　第１号被保険者は、月額1万6260円
（平成28年度）の保険料を自身で納めま
す。
　第２号被保険者は、加入しているް生
年金の保険料として給料から天引きされ
ます。
　第３号被保険者は、個人で納める必要
はありません。（配ۮ者が加入する年金
制度が負担するため）

■年金の手続き先
　第２号被保険者と第３号被保険者の手
続きは、勤め先の事業主などが行います。
第１号被保険者の手続きは、市の窓口で
行います。
　なお、第２号被保険者が60ࡀ未満で
ୀ職すると、第１号被保険者になるため、
市の窓口で資格取得の手続きを行うこと
になっています。
　第３号被保険者が60ࡀ未満で、①配
者のୀ職、②本人のパート等収入の増ۮ
加（130万円以上）③離婚などの理༝で
被扶養配ۮ者でなくなると、第１号被保
険者になるため、必ず市の窓口で資格取
得の手続きを行ってください。
■問合せ・૬ஊ先
　本渡年金事務所
　☎0969（24）2154
　市健康づくり推進課国保事業係
　☎0969（28）3375

　農࡞業の受委ୗをする際の目安としてご利用ください。なお、こ
のඪ४額は平成28年4月1日からの適用となります。

種ۀ࡞ ༰ۀ࡞ ඪ४額 උߟ

あら͙れ りが出͵ܣ
来るまで

整備済田 6,000円
10a 当たり

その他 7,000円

しΖかき 田২えが出
来るまで

整備済田 6,500円
10a 当たり

その他 8,500円
あら͙れ・
しΖかき 同時仕上げ 1万1,000円 10a 当たり

ਫ田あとの平耕 全面耕ى 6,500円 10a 当たり

ਫ田あとの立 耕ىと෯1m50ᶲ程度
の立 8,500円 10a 当たり

り͵ܣ １mあたり50円 50円 1̼あたり
その他 ാの全面耕ى 6,000円 10a 当たり
田২機 ʕ 6,000円 10a 当たり

コンバイン
普通田 1万5,000円

10a 当たり
倒෬田 1万8,000円

ࠄ ࠄ
Ҵ 350円 コンバイン

１ାഴ 650円
Ҵמり機 バインダー（ひも別） 6,000円 10a 当たり
賃金 一般農࡞業 6,000円 1日

乾燥 乾燥後のコンバインା 450円 コンバイン
1ା

もみすり ʕ 400円 米30ᶵݰ
。業時間は、1日8時間࿑ಇを基४とします࡞※
※ほ場条件や࿑ಇ力に差異（性別・年齢・経験）がある場合は、
実情に応じて両者で調整してください。

平成28年度業金ඪ४額が決定しました

　平成27年1月から12月までに利用権設定をされた賃आ料情報
（10a当たり）は、以下のとおりです。

区 区分 額ߴ࠷ 額࠷ 平ۉ額

大矢野ொ
田 15,000円	 5,000円 9,500円	
ാ 15,000円 5,000円 9,300円	

飼料（草等） 10,000円	 1,535円	 7,163円	

松島ொ
田 5,000円 5,000円	 5,000円	
ാ 5,000円	 5,000円 5,000円	

※賃आ料を物納支給（ਫҴ）にしている場合、60kH 当たり
10,000円に換算しています。

※σータ数が3件未満の地۠は、数値がภるためද示していません。
※賃貸आがなかった地۠は、過去の実例や周辺地۠の金額を参ߟに
してください。

˙߹ͤઌ　農業委員会事務局　☎0964（26）5530

্ఱࢢआ料ਫ४をެදします

〈
有
料
広
告
〉

上天草市シルバー人材センター　新規会員募集

高齢者の健康づくりや生きがいづくり、社会参加を応援します。

●入 会 資 格：上天草市内在住の方で原則60歳以上の健康で働く意欲のある方

●入 会 説 明 会：随時入会相談に対応いたします。お気軽にご連絡ください。

●主な就業内容：除草、剪定、大工、左官、屋内外の軽作業、家事援助、農作業など

■お問い合せ：上天草市大矢野町中3089番地1（公社）上天草市シルバー人材センター ☎0964-59-2228

高齢者の健康づくりや生きがいづくり、社会参加を応援します。

公益社団法人
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お知らせ

幾
朗
（
保
健
課
国
民
健
康
保
険

係
長
）
▽
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
長　
永
野
富
子
（
健
康
づ
く

り
推
進
課
健
康
増
進
係
長
）
▽

福
祉
課
生
活
支
援
係
長　
奥
田

祥
貴
（
観
光
お
も
て
な
し
課
観

光
総
務
係
長
）
▽
福
祉
課　
切

通
岳
裕
（
企
画
政
策
課
情
報
推

進
室
）
▽
健
康
づ
く
り
推
進
課

国
保
事
業
係
長　
杉
田
ひ
と
み

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
成
人
保

健
係
長
）
▽
健
康
づ
く
り
推
進

課
健
康
増
進
係
長　
益
田
佳
世

（
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長
）

▽
健
康
づ
く
り
推
進
課　
岩
﨑

優
志
（
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
終
了
）
▽
健

康
づ
く
り
推
進
課　
甲
田
雄
大

（
保
健
課
）
▽
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
課
保
険
給
付
管
理
係
長　

佐
々
木
幹
一
（
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
課
管
理
係
長
）
▽
学
務
課
指

導
主
事　
大
塚
武
秀
（
熊
本
県

か
ら
派
遣
）
▽
水
道
局
庶
務
係

長　

川
本
宜
史
（
水
道
局
主

幹
）
▽
水
道
局　

鬼
塚
博
子

（
税
務
課
）
▽
監
査
委
員
事
務

局　
吉
本
博
明
（
税
務
課
）

▼
参
事
・
主
事
級　
▽
総
務
課　

水
野
愛
子
（
総
務
課
危
機
管
理

防
災
室
）
▽
総
務
課
危
機
管
理

防
災
室　

大
津
智
（
新
規
採

用
）
▽
財
政
課　

山
園
裕
作

（
新
規
採
用
）
▽
企
画
政
策
課　

最
上
辰
徳
（
総
務
省
派
遣
終

了
）
▽
企
画
政
策
課　
松
本
隼

人
（
新
規
採
用
）
▽
企
画
政
策

課
情
報
推
進
室　

焼
尾
映
彦

（
水
道
局
）
▽
企
画
政
策
課
情

報
推
進
室　
今
田
太
（
新
規
採

用
）
▽
農
林
水
産
課　
永
野
智

徳
（
建
設
課
）
▽
農
林
水
産
課　

佐
藤
哲
朗
（
建
設
課
）
▽
農
林

水
産
課　
陳
内
堅
太
郎
（
新
規

採
用
）
▽
観
光
お
も
て
な
し
課　

本
多
孝
行
（
熊
本
県
派
遣
終

了
）
▽
観
光
お
も
て
な
し
課　

桑
原
友
和
（
福
祉
課
）
▽
産
業

雇
用
創
出
課　
橋
本
祥
太
（
農

林
水
産
課
）
▽
建
設
課　
西
原

一
雄
（
都
市
整
備
課
）
▽
建
設

課　
長
田
大
亮
（
新
規
採
用
）

▽
都
市
整
備
課　
吉
野
誠
（
環

境
衛
生
課
）
▽
都
市
整
備
課　

山
下
正
太
（
水
道
局
）
▽
生
活

環
境
課　
西
洋
子
（
大
矢
野
窓

口
セ
ン
タ
ー
）
▽
生
活
環
境
課　

柿
原
佳
奈
（
大
矢
野
窓
口
セ
ン

タ
ー
）
▽
生
活
環
境
課　
直
江

貴
明
（
環
境
衛
生
課
）
▽
生
活

環
境
課　
木
島
有
梨
（
環
境
衛

生
課
）
▽
維
和
出
張
所　
平
野

洋
二
（
再
任
用
）
▽
税
務
課　

松
林
徹
（
総
務
課
）
▽
税
務
課　

塩
田
有
沙
（
新
規
採
用
）
▽
大

道
出
張
所　
山
隅
昌
幸
（
再
任

用
）
▽
樋
島
出
張
所　
大
塚
扶

美
枝
（
再
任
用
）
▽
福
祉
課　

立
花
志
保
（
健
康
づ
く
り
推
進

課
）
▽
福
祉
課　

糀
本
智
文

（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
）
▽
福

祉
課　
竹
川
知
佐
（
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
課
）
▽
福
祉
課　
山
﨑

吉
尊
（
新
規
採
用
）
▽
健
康
づ

く
り
推
進
課　
田
中
英
二
（
観

光
お
も
て
な
し
課
）
▽
健
康
づ

く
り
推
進
課　
松
本
洋
司
（
社

会
教
育
課
）
▽
健
康
づ
く
り
推

進
課　
寺
美
有
希
（
自
己
啓
発

休
業
終
了
）
▽
健
康
づ
く
り
推

進
課　
倉
橋
大
樹
（
保
健
課
）

▽
健
康
づ
く
り
推
進
課　
浦
上

美
優
（
保
健
課
）
▽
健
康
づ
く

り
推
進
課　
久
具
尚
貴
（
保
健

課
）
▽
健
康
づ
く
り
推
進
課　

松
本
恵
美
（
新
規
採
用
）
▽
湯

島
へ
き
地
診
療
所　
三
井
育
子

（
再
任
用
）
▽
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
課　

那
須
光
理
（
新
規
採

用
）
▽
学
務
課　

塚
本
洋
子

（
議
会
事
務
局
）
▽
学
務
課　

小
山
貴
良
（
新
規
採
用
）
▽
社

会
教
育
課　
山
下
祐
一
郎
（
学

務
課
）
▽
社
会
教
育
課　
濵
口

洋
輔
（
企
画
政
策
課
情
報
推
進

室
）
▽
社
会
教
育
課　
壽
永
康

人
（
福
祉
課
）
▽
会
計
課　
平

野
実
夏
（
新
規
採
用
）
▽
水
道

局　
野
口
修
平
（
会
計
課
）
▽

議
会
事
務
局　
浦
下
千
明
（
税

務
課
）

▼
保
育
園　
▽
子
ど
も
未
来
館　

宗
和
司
（
新
規
採
用
）
▽
大
道

保
育
園　
前
方
優
奈
（
新
規
採

用
）
▽
高
戸
保
育
園
長　
丸
尾

美
和
子
（
高
戸
保
育
園
主
任
保

育
士
）
▽
高
戸
保
育
園
主
任
保

育
士　
藤
川
清
美
（
樋
島
保
育

園
主
任
保
育
士
）
▽
高
戸
保
育

園　
秋
月
克
敏
（
新
規
採
用
）

▽
樋
島
保
育
園
主
任
保
育
士　

水
野
千
恵
（
大
道
保
育
園
）

▼
学
校
（
学
務
課
）
▽
登
立
小

学
校　
坂
本
真
衣
（
維
和
小
学

校
）
▽
登
立
小
学
校　
山
﨑
里

美
（
上
小
学
校
）
▽
上
小
学
校　

鬼
塚
和
代
（
中
北
小
学
校
）
▽

中
北
小
学
校　
藤
川
里
子
（
維

和
小
学
校
）
▽
維
和
小
学
校　

小
林
里
香
（
登
立
小
学
校
）
▽

湯
島
小
学
校　
松
尾
恵
美
（
登

立
小
学
校
）
▽
今
津
小
学
校　

野
田
妙
子
（
再
任
用
）
▽
教
良

木
小
学
校　
岩
本
麻
衣
子
（
中

北
小
学
校
）
▽
教
良
木
小
学
校　

鳥
部
初
代
（
再
任
用
）

▼
派
遣
・
出
向　

▽
熊
本
県　

鶴
田
伸
二
（
監
査
委
員
事
務

局
）
▽
熊
本
県　

竹
中
義
和

（
農
林
水
産
課
）
▽
熊
本
県　

橋
口
友
輔
（
観
光
お
も
て
な
し

課
）
▽
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合　
杉
田
誠
（
大
矢

野
窓
口
セ
ン
タ
ー
）
▽
熊
本
県

市
町
村
振
興
協
会　
藤
崎
博
之

（
姫
戸
統
括
支
所
市
民
係
長
）

▽
上
天
草
総
合
病
院　
関
裕
之

（
総
務
課
）

▼
派
遣
終
了　
▽
熊
本
県　
三

島
聡
子
（
湯
島
へ
き
地
診
療
所

長
）

■
３
月
��
日
付
け
退
職

▽
川
端
義
孝
（
総
務
企
画
部

長
）
▽
澤
村
弘
史
（
建
設
部

長
）
▽
野
﨑
秀
満
（
健
康
福
祉

部
長
）
▽
大
塚
扶
美
枝
（
観
光

お
も
て
な
し
課
長
）
▽
井
手
口

康
隆
（
環
境
衛
生
課
長
）
▽
井

上
和
男
（
社
会
教
育
課
長
）
▽

山
隅
昌
幸
（
龍
ヶ
岳
統
括
支
所

長
）
▽
平
野
洋
二
（
維
和
出
張

所
長
）
▽
古
谷
恵
（
高
戸
保
育

園
長
）
▽
三
井
育
子
（
湯
島
へ

き
地
診
療
所
）
▽
野
田
妙
子

（
今
津
小
学
校
）
▽
鳥
部
初
代

（
教
良
木
小
学
校
）
▽
道
田
真

紀
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）
▽

川
口
勝
太
（
財
政
課
）
▽
中
野

聖
規
（
学
務
課
審
議
員
）

☎
総
務
課

市
職
員
人
事
異
動

■
組
織
の
変
更

▼
総
務
企
画
部　
企
画
政
策
課

の
企
画
係
を
「
政
策
推
進
係
」

に
、
ま
ち
づ
く
り
・
統
計
係
を

「
地
域
振
興
係
」
に
変
更

▼
経
済
振
興
部　
農
林
水
産
課

の
水
産
漁
港
係
を
「
水
産
振
興

係
」
に
変
更

▼
市
民
生
活
部　
環
境
衛
生
課

と
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
を
統

合
、
課
名
を
「
生
活
環
境
課
」

と
し
、「
環
境
衛
生
係
」、「
市

民
係
」、「
福
祉
係
」
を
設
置

▼
健
康
福
祉
部　

福
祉
課
に

「
福
祉
政
策
係
」
を
新
設
、「
健

康
づ
く
り
推
進
課
」
に
保
健
課

を
統
合
し
、「
国
保
事
業
係
」、

「
健
康
増
進
係
」、「
母
子
保
健

係
」
を
設
置
、
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
課
の
管
理
係
と
保
険
給
付
係

を
統
合
し
、「
保
険
給
付
管
理

係
」
に
変
更

■
４
月
１
日
付
け
異
動

※
（　
）
は
前
職

▼
部
長
級　
▽
総
務
企
画
部
長　

和
田
好
正
（
総
務
課
長
兼
選
挙

管
理
委
員
会
書
記
長
）
▽
建
設

部
長　

藤
島
幸
治
（
水
道
局

長
）
▽
健
康
福
祉
部
長　
辻
本

智
親
（
福
祉
課
長
）

▼
課
長
級　
▽
総
務
課
長
兼
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
長　
山
下

正
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
財
政

課
長　

濵
﨑
裕
慈
（
税
務
課

長
）
▽
企
画
政
策
課
長　
中
村

勝
正
（
熊
本
県
か
ら
派
遣
）
▽

監
理
課
長　
本
田
善
生
（
総
務

課
長
補
佐
）
▽
観
光
お
も
て
な

し
課
長　
赤
瀬
耕
作
（
監
理
課

長
心
得
）
▽
建
設
課
長　
井
手

口
隆
光
（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

長
）
▽
都
市
整
備
課
長　
濵
岡

祐
功
（
監
理
課
長
補
佐
）
▽
生

活
環
境
課
長　
福
丸
功
（
市
民

課
長
兼
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー

長
）
▽
税
務
課
長　

松
本
智

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
）
▽
市

民
課
長　
鬼
塚
ふ
き
子
（
健
康

づ
く
り
推
進
課
長
）
▽
姫
戸
統

括
支
所
長　
勇
光
也
（
都
市
整

備
課
長
）
▽
龍
ヶ
岳
統
括
支
所

長
兼
大
道
出
張
所
長
兼
樋
島
出

張
所
長　
森
口
真
喜
男
（
環
境

衛
生
課
長
補
佐
）
▽
福
祉
課
長　

坂
田
結
二
（
財
政
課
長
）
▽
健

康
づ
く
り
推
進
課
長　
尾
﨑
忠

男
（
保
健
課
長
）
▽
湯
島
へ
き

地
診
療
所
長　

國
友
耕
太
郎

（
熊
本
県
か
ら
派
遣
）
▽
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
課
長　
坂
本
一
也

（
上
天
草
総
合
病
院
）
▽
養
護

老
人
ホ
ー
ム
長　

鬼
塚
昭
彦

（
阿
村
出
張
所
長
）
▽
学
務
課

長　

中
文
近
（
企
画
政
策
課

長
）
▽
社
会
教
育
課
長　
中
田　

清
治
（
姫
戸
統
括
支
所
長
）
▽

水
道
局
長　
小
西
裕
彰
（
建
設

課
長
）
▽
議
会
事
務
局
長　
宇

藤
竜
一
（
学
務
課
長
）

▼
課
長
補
佐
級　
▽
総
務
課
長

補
佐　
中
田
光
治
（
社
会
教
育

課
長
補
佐
）
▽
総
務
課
長
補
佐

兼
危
機
管
理
防
災
室
長　
前
方

正
広
（
学
務
課
長
補
佐
）
▽
企

画
政
策
課
長
補
佐　
光
瀬
一
郎

（
総
務
課
長
補
佐
兼
危
機
管
理

防
災
室
長
）
▽
企
画
政
策
課
情

報
推
進
室
長
兼
番
号
制
度
推
進

室
長　
山
口
千
重
（
企
画
政
策

課
番
号
制
度
推
進
室
長
）
▽
監

理
課
長
補
佐　
内
藤
誠
一
（
熊

本
県
派
遣
終
了
）
▽
観
光
お
も

て
な
し
課
長
補
佐
兼
観
光
総
務

係
長　
宮
﨑
誠
吾
（
観
光
お
も

て
な
し
課
長
補
佐
）
▽
都
市
整

備
課
長
補
佐　
赤
星
博
英
（
教

良
木
河
内
出
張
所
長
）
▽
生
活

環
境
課
長
補
佐　
平
本
望
（
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
課
長
補
佐
）
▽

生
活
環
境
課
長
補
佐
兼
市
民
係

長
兼
維
和
出
張
所
長
兼
湯
島
出

張
所
長　
久
保
直
幸
（
大
矢
野

窓
口
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）
▽

税
務
課
長
補
佐　

杉
本
恒
明

（
税
務
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産

税
係
長
）
▽
教
良
木
河
内
出
張

所
長　
本
多
宏
行
（
保
健
課
長

補
佐
）
▽
福
祉
課
長
補
佐
兼
福

祉
政
策
係
長　
平
井
宏
（
福
祉

課
長
補
佐
兼
生
活
支
援
係
長
）

▽
福
祉
課
長
補
佐　
舩
元
惠
美

子
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
長
補

佐
）
▽
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

補
佐　
山
﨑
久
美
（
税
務
課
長

補
佐
）
▽
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

長
補
佐　
德
弘
恵
吾
（
企
画
政

策
課
ま
ち
づ
く
り
・
統
計
係

長
）
▽
学
務
課
長
補
佐　
松
尾

伸
之
（
監
理
課
管
財
係
長
）
▽

社
会
教
育
課
長
補
佐　
原
田
和

久
（
都
市
整
備
課
長
補
佐
）

▼
係
長
・
主
幹
級　
▽
財
政
課

財
政
係
長　
石
炭
圭
一
郎
（
建

設
課
管
理
係
長
）
▽
企
画
政
策

課
政
策
推
進
係
長　

佐
藤
始

（
企
画
政
策
課
企
画
係
長
）
▽

企
画
政
策
課
地
域
振
興
係
長　

古
賀
忠
明
（
環
境
衛
生
課
衛
生

係
長
）
▽
企
画
政
策
課
番
号
制

度
推
進
室　
松
尾
隆
太
（
福
祉

課
）
▽
監
理
課
管
財
係
長　
島

﨑
克
明
（
企
画
政
策
課
主
幹
）

▽
農
林
水
産
課
耕
地
・
林
務
係

長　
平
井
義
郎
（
都
市
整
備
課

都
市
計
画
・
住
宅
係
長
）
▽
農

林
水
産
課
水
産
振
興
係
長　
小

浦
嘉
彦
（
農
林
水
産
課
水
産
漁

港
係
長
）
▽
農
林
水
産
課　
岡

原　
正
和
（
財
政
課
）
▽
建
設

課
管
理
係
長　
千
原
博
勝
（
産

業
雇
用
創
出
課
主
幹
）
▽
建
設

課　

松
本
浩
平
（
農
林
水
産

課
）
▽
都
市
整
備
課
都
市
計

画
・
住
宅
係
長　

木
下
修
司

（
農
林
水
産
課
耕
地
・
林
務
係

長
）
▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生

係
長　
濵
田
忠
（
環
境
衛
生
課

環
境
係
長
）
▽
生
活
環
境
課
福

祉
係
長　
赤
木
貴
子
（
大
矢
野

窓
口
セ
ン
タ
ー
福
祉
係
長
）
▽

生
活
環
境
課　
山
口
一
志
（
樋

島
出
張
所
長
）
▽
生
活
環
境
課　

福
田
法
明
（
大
矢
野
窓
口
セ
ン

タ
ー
）
▽
生
活
環
境
課　
中
路

恭
子
（
税
務
課
）
▽
税
務
課
固

定
資
産
税
係
長　
森
誠
司
（
保

健
課
後
期
高
齢
者
医
療
年
金
係

長
）
▽
税
務
課　

浮
嶌
信
五

（
社
会
教
育
課
）
▽
市
民
課
総

務
係
長　
川
口
る
り
子
（
龍
ヶ

岳
統
括
支
所
市
民
係
長
）
▽
阿

村
出
張
所
長　

鬼
塚
佐
栄
子

（
市
民
課
総
務
係
長
）
▽
姫
戸

統
括
支
所
市
民
係
長　
赤
穗
勝

一
（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
保
険

給
付
係
長
）
▽
龍
ヶ
岳
統
括
支

所
市
民
係
長　

坂
本
理
加
子

（
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
長
）

▽
龍
ヶ
岳
統
括
支
所　
佐
々
木

幸
子
（
大
道
出
張
所
長
）
▽
福

祉
課
子
育
て
支
援
係
長　
赤
穗
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お知らせ

5515
ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬

危
害
防
止

　
こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開

花
が
始
ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
訪

花
す
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
防

除
の
際
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬

散
布
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い

よ
う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱

の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前

に
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か

か
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

˓
県
庁
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

○
県
庁
畜
産
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
０
１

5515ど
ん
ぐ
り
村　
春
の
バ
ザ
ー

　

今
回
は
、
移
動
ふ
れ
あ
い
動

物
園
が
や
っ
て
き
ま
す
。
一
緒
に

ふ
れ
あ
い
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
他
に
も
美
味
し
い
食
べ
物

や
掘
り
出
し
物
な
ど
た
く
さ
ん

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
4
月
24
日
（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
２
時

▼
場
所　
ど
ん
ぐ
り
村
（
大
矢

野
町
登
立
）

▼
問
合
せ
先　
ど
ん
ぐ
り
村

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
３
２
０
１

☎
健
康
づ
く
り
推
進
課

国
民
生
活
基
礎
調
査

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省

が
毎
年
実
施
す
る
大
変
重
要
な

調
査
で
、
生
活
に
お
け
る
保
健
、

医
療
、
福
祉
、
年
金
、
所
得
な

ど
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
6
月
2
日
（
木
）

〈
世
帯
票
・
健
康
票
・
介
護
票
〉

と
7
月
14
日
（
木
）〈
所
得
票・

貯
蓄
票
〉
が
調
査
日
で
す
。
県

が
任
命
し
た
調
査
員
が
各
調
査

世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
員
は
身
分
証
明
書

と
し
て
調
査
員
証
（
写
真
付

き
）
を
所
持
し
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
調
査
対
象
地
区　
岩
谷
地
区

周
辺
、
満
越
地
区
周
辺
、
脇

浦
地
区
周
辺

※
記
載
し
て
い
る
地
区
の
全
部

ま
た
は
一
部
が
該
当
し
ま
す
。

な
お
、
7
月
14
日
の
調
査
は

調
査
対
象
外
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
天
草
保
健
所

　
☎
0
9
6
9
（
23
）
０
１
７
２

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
松
朗

園
・
南
風
苑
・
翔
洋
苑
・
相
生

荘
・
き
ら
ら
の
里
）
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を

紹
介
し
ま
す
。

○
濱
口
民
謡
教
室
、
西
山
カ
ラ

オ
ケ
教
室
、
花
水
木
、
中
田

理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ
カ

シ
ス
タ
ジ
オ
、
創
作
菓
子
工

房
ア
ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手
紙

も
み
じ
会
、
大
矢
野
中
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
、
天

理
教
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
圓
尾

玲
子
、
木
下
と
も
子
、
ゆ
り

か
ご
宅
配
便
、
龍
ヶ
岳
町
老

人
ク
ラ
ブ
洗
濯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
龍
ヶ
岳
図
書
館
、
龍
老

連
組
合
、
大
矢
野
民
協
Ｏ
Ｂ

ス
マ
ー
ト
会

上天草市は、S/S「-*/E!」を利用し、イϕントใやまͪの、ࡂใなどを配৴しています。

-*/&! 上ఱを༑だͪ登録した方を対象に、ポイント制度を実施しています。
ポイントは、図書貸出（期限内返٫）、住民健診やボランテΟア参加などのイϕントに参加すること
で取得できます。
25ポイントで地ݩ商品݊や図書カード（高校生以下に限る）と交換できます。
みなさんの༑だͪ登録をお願いします ��

-*/& ˏ্ఱでϙΠϯτをஷめよ͏！

小த学ੜはɺՈఉ学ߍの
ϧーϧにしたがって -*/& Λ
。用しましΐう

༑ͩͪొ༻
23ίʔυ

༑ͩͪ登録は
23 ίʔドを
ΧϝϥでಡΈऔ
ͬてͩ͘͞い !!

ᶃଐ先　ᶄझຯ　ᶅҙؾ込Έ

平成28年度çࢢॴ新規採用職員հ
NEW FACE

松
ㆾㆤ

ຊ
㇂ㆨ

ܙ　
ㆆ

ඒ
ㆿ

①健康づくり推進課
貨店८りࡶ、าࢄ②
③ૣく仕事を֮えて市民の皆様
のお役に立てるようにؤ張り
ます

ࠓ
ㆂㆾ

ా
ㆠ

　ଠ
ㆠㆂ

①企画策課情報推進室
②り
③গしでもૣく仕事を֮えて、
市の役に立てるようؤ張りた
いです

ࢁ
㇄ㆾ

࡚
㆕ㆌ

　٢
㇈㆗

ଚ
㆟ㆉ

①福祉課
②り
③生活支援係として上天草市民
の皆様のためにਚ力します

ࢁ
㇄ㆾ

Ԃ
㆞ㆮ

　༟
㇆ㆄ

࡞
㆕ㆎ

①財課
②ಡ書
③しっかりと学び、出来ること
から一生ؤ໋ݒ張りたいとࢥ
います

Ԙ
㆗ㆈ

ా
㆟

　༗
ㆀ㇊

ࠫ
㆕

①税務課
②ಡ書、Իָ鑑
③市民の方達が気軽に相談でき
るような職員を目指してؤ張
ります


㆘㇓


ㆪㆂ

ݎ　
㆐㇓

ଠ
㆟


㇍ㆄ

①農ྛਫ産課
②運動、ಡ書
③広い世の人が住みたいとࢥ
えるまͪになるよう、一生ݒ
໋がんばっていきたいです

લ
ㆾㆆ

方
ㆉ㆟

　༏
㇆ㆄ

ಸ
ㆪ

①大道保育園
②カラオέ
③子どもと保護者の支えとなる
ようؤ張ります

小
㆓

ࢁ
㇄ㆾ

و　
㆟ㆉ

ྑ
㇉

①学務課
②ඒしい景৭を୳すこと
③上天草市がもっとすばらしい
まͪになることを目指してؤ
張ります

फ
㆝ㆄ

　
ㆉ㆚

࢘
㆗

①こども未来館
②サッカー
③地域の方々と৴頼関係を築け
るようめていきたいです

ಹ
ㆪ

ਢ
㆙

　ޫ
ㆲㆉ

ཧ
㇊

①高齢者;れあい課
②ιフトテニス
③市民のみなさまとよりよい上天草
市をつくっていけるようؤ張りま
す。よΖしくお願いகします

松
ㆾㆤ

ຊ
㇂ㆨ

　൏
ㆯ㇄

人
ㆨ

①企画策課
าࢄ②
③小さなことから全力でؤ張っ
ていきたいとࢥいます

大
ㆈㆈ


ㆤ

　ஐ
㆕ㆨ㆗

①総務課危機管理防災室
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③職務、ࢲ生活を通して上天草
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ます
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③地域の方々との触れ合いの中で、
上天草市のいい所をもっと見つ
けていきたいとࢥいます
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月
ㆥㆌ

ࠀ　
ㆉㆤ

හ
ㆨ㆗

①高戸保育園
②フットサル
③保育࢜として精一ഋؤ張ります
（子育てを支えられる頼りがいの
ある保育࢜を目指していきます）

平
ㆲ㇉

野
ㆮ

　࣮
ㆿ

Ն
ㆉ

①会計課
②ιフトボール
③市民の方や職場の方から৴頼
をえられるようؤ張りたいと
いますࢥ
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預貯金（普通・定期） 給 与
金融機関に照会をして、口座情
報を取得し、残高を差押えしま
す。

滞納者の勤務先に照会をして、
差押禁止額を除いた金額を差押
えします。

　今月から平成28年度がスタートし、来月以降、新たな税が発生します。平成27年度分の住民税、固定資
産税、軽自動車税、国民健康保険税の最終納期限は過ぎています。電話や督促状などでお知らせしています
が、期限を過ぎてもまだ納付していない人がいます。今一度、ご確認をお願いします。納期限までに完納し
ないと財産を差し押さえられるだけでなく、延滞金が加算され、さらに滞納額が大きくなり納付が困難にな
ります。
　差押えできる財産として、主な例をあげると・・・

税金は決められた税額を納期限までに納めなければなりません！

平成27年度の税金の納付はお済みですか？

 
 

 

 

不 動 産
滞納者が所有している自宅や土
地などの不動産を差押えします。

 

　税は納期限内納付が大原則です。滞納がある人には、催告書および差押執行予告書を年に3回程度
送付しています。また、督促状発送日（納期限を経過後、20日以内に発送）から10日を経過したと
きは「差押えをしなければならない」と地方税法に明示してありますので、差押をする前に通知など
はしません。

　税金を滞納すると、国税徴収法・地方税法に基づき財産全てに対する調査権が発生します。この権
限により調査を受けた金融機関などの関係機関は協力しなければなりません。なお、財産調査は個人
情報保護法に一切抵触しません。（個人情報保護法第16条）

 

個人の財産を勝手に調べて、個人情報保護法に違反しているのではないか？

いきなり差押えができるのか !? ヒドイ！

差押えについてよく聞く話  

動 産
滞納者の自宅・営業所などの家
宅捜索をして、換価価値のある
動産（電化製品、
貴金属、骨董品
など）を差押え
します。

 
 

生 命 保 険
保険会社に照会をして、契約情
報を取得し、滞納者が契約して
いる保険の強制解約を行い、解
約返戻金を
差押えしま
す。

 

自 動 車
滞納者が所有している自動車を
差押え（タイヤロック）します。
（差押えた自動車を運行、使用
させないためにタイヤ部分に下
図のような道具を使います）

 

納期限までに納付できない場合は、お早めにご相談ください。
■問合せ先　税務課徴収係　☎0964（26）5523

月日 地　区 時　間 場　所

5
月
20
日
（
金
）

大
矢
野
町

湯島 10：40~11：00 湯島港待合所

維
和

14：00~14：10 下山公民館
14：20~14：30 千束会館
14：40~14：50 維和出張所
15：00~15：10 梅の木神社
15：20~15：35 蔵々公民館

5
月
23
日
（
月
）

大
矢
野
町

登
立

9：00~ 　9：20 登立バス停（登立港側）
9：30~ 　9：40 双原香取神社前
9：50~10：00 船江公民館
10：10~10：20 岩谷・岩谷商店前
10：30~10：40 白涛えびす屋前
10：50~11：00 成合津坂田ハイツ前
11：10~11：25 本郷札の木バス停
13：15~13：30 尾越崎公民館
13：40~14：00 四郎丸公民館
14：10~14：25 大潟公民館
14：35~14：45 治郎田公民館

5
月
24
日
（
火
）

大
矢
野
町

中

9：00~ 　9：15 宮津神社
9：25~ 　9：45 大矢野中学校プール横
9：55~10：05 中北小学校正門
10：15~10：25 野米公民館
10：35~10：45 貝場消防倉庫
10：55~11：10 前平公民館
11：20~11：30 中公民館
11：40~11：50 江後公民館
13：10~13：20 瀬高公民館
13：30~13：40 満越公民館
13：50~14：00 新開公民館
14：10~14：30 柳港広場

5
月
25
日
（
水
）

大
矢
野
町

上

9：10~ 　9：30 江樋戸港駐車場（郵便局そば）
9：40~10：00 上公民館
10：10~10：20 馬場公民館
10：30~10：45 田端公民館
10：55~11：10 賤の女公民館
11：20~11：30 串公民館
13：10~13：40 大手原バス停
13：50~14：00 野釜前バス停
14：10~14：20 鳩の釜消防倉庫
14：35~15：00 大矢野庁舎

月日 地　区 時　間 場　所

5
月
10
日
（
火
）

龍
ヶ
岳
町

大
道

9：00~ 　9：20 大道出張所
9：30~ 　9：50 民俗資料館

高
戸

10：00~10：15 龍ヶ岳統括支所
10：25~10：45 東風留集会所

樋
島

11：00~11：15 樋島老人福祉センター
11：25~11：35 下桶川集会所

姫
戸
町

二間戸 13：00~13：25 二間戸団地集会所

姫
浦

13：40~14：10 姫戸統括支所
14：20~14：35 永目港駐車場
14：45~14：55 牟田公民館

5
月
18
日
（
水
）

松
島
町

教
良
木

内
野
河
内

9：00~ 　9：10 大平公民館
9：20~ 　9：30 山浦公民館
9：40~ 　9：50 旧和光園老人ホーム跡
10：00~10：15 野々川公民館
10：20~10：30 教良木河内出張所
10：40~10：55 内野河内集会所
11：05~11：15 星平公民館
11：20~11：30 永野様宅前
11：40~11：50 後山バス停

今
泉

13：10~13：20 知十公民館
13：30~13：40 ３支部公民館
13：50~14：05 １・２支部公民館

合津 14：15~14：30 ６支部公民館

5
月
19
日
（
木
）

松
島
町

阿
村

9：00~ 　9：20 阿村第１公民館
9：30~ 　9：50 阿村出張所
10：00~10：10 阿村漁協入口
10：20~10：30 阿村第６公民館

合
津

10：40~10：55 ５支部公民館
11：05~11：30 旧保健センター跡
13：00~13：25 11支部公民館
13：35~13：45 合津港駐車場（ヘアステーションモトセ前）
13：55~14：10 旧竜宮荘社員寮跡
14：20~14：40 樋合漁協

　生後91日以上の犬の飼い主には、犬を飼い始めた日から30日以内の登録（犬の
生涯に一度）と毎年の狂犬病予防注射が義務付けられています。必ず登録し、狂犬
病予防注射を受けましょう。個別に病院で注射を受ける場合は、病院から発行され
る「狂犬病予防注射済証」を持参の上、生活環境課（大矢野庁舎）、市民課 (松島庁
舎 )、姫戸・龍ヶ岳各統括支所で必ず届出を行ってください。
　犬の新規登録・狂犬病予防注射済票の交付などは、随時受け付けていますので、お問い合わせください。
■料金
○すでに登録している場合…3,100円 ( 狂犬病予防注射料2,600円、注射済票交付手数料500円 )
○新規登録の場合…6,100円 ( 登録料3,000円、狂犬病予防注射料2,600円、注射済票交付手数料500円 )
※犬に異常が見られる場合は、獣医師の判断で注射を止める場合がありますのでご了承ください。
■問合せ先　生活環境課環境衛生係　☎0964（26）5524

【平成28年度狂犬病予防注射日程表】�

犬の新規登録と狂犬病予防注射を実施します
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郵便局で証明書交付サービスが受けられます
■交付場所

大矢野地区 大矢野郵便局 江樋戸郵便局 柳郵便局 維和郵便局
松島地区 松島郵便局 阿村郵便局 樋島郵便局
姫戸地区 姫戸郵便局 二間戸郵便局
龍ヶ岳地区 龍ヶ岳郵便局 大道郵便局

■受付時間
　平日の9時から17時まで（土日・祝日・年末年始を除く）	
■郵便局で取り扱う証明書

交付できる証明書等 手数料
（1通） 申請できる人 郵便局へ持参するもの

戸籍謄本・抄本（除籍を除く）
戸籍附票謄本・抄本

450円
300円

本人または同
じ戸籍に記載
されている人

・印鑑
・本人確認書類
（1点でよいもの）
マイナンバーカード、運転免許証、パス
ポート、身体障害者手帳、写真付住基
カード、官公庁が発行した写真付の身分
証明書など
（2点必要なもの）
健康保険証、介護保険証、各種年金証書、
年金手帳など
※印鑑登録証明書を交付申請する際は、
印鑑登録証（カード）の持参が必要

住民票の写し（世帯・個人） 300円 本人または
同じ世帯の人

納税証明書（軽自動車税車検用除く）
所得証明書
市県民税課税証明書

300円 本人

印鑑登録証明書 300円 本人

※上記の「申請できる人」欄に記載された人以外には交付できません。
　また、上記以外の証明書や本人以外の委任に関するものは、市役所の窓口で交付します。
■問合せ先　市民課市民係　☎0969（28）3368

犬・猫の避妊去勢手術を補助します
　市では、周囲に対する危害、迷惑を防止し、動物の愛護や管理の意識を高めるために、犬・猫の避妊去勢
手術費の一部を補助します。

■申請受付　5月2日（月）から先着順で受け付け
ます。
※受付時間　平日の午前8時30分～午後5時
■補助金額　手術1回当たり1万円（1世帯当たり1
回まで）

■補助対象者
○市内に住所を有し、かつ、居住している人
○手術を受ける犬または猫を市内で飼っている人
※犬は、上天草市に登録しているか、申請年度また
はその前年度に狂犬病予防注射を受けている犬に
限る
○迷走防止対策などの適正な飼養管理ができる人

○飼養管理状況の立入検査などに協力できる人
○市税などの滞納がない人
※補助金の交付は、1世帯につき年度ごとに1回
（頭）分までとなります。

■申請方法　手術前に、次のものを持参して、生活
環境課、市民課または、姫戸・龍ヶ岳各統括支所
で申請を行ってください。
○印かん
○未納がない証明書（各庁舎などの窓口で取得でき
ます。）

■問合せ先　生活環境課環境衛生係
　☎0964（26）5524

平成28年度から

軽自動車税の税額が変わります
■原付 ・自動二輪・小型特殊

車種区分 排気量など 現行税額 改正後税額
H27年度 H28年度以降

原付

50㏄以下 1,000 2,000
50㏄超90cc 以下 1,200 2,000
90㏄超125cc 以下 1,600 2,400
ミニカー 2,500 3,700

軽二輪 125㏄超250㏄以下 2,400 3,600
ボートトレーラー 　 2,400 3,600
小型二輪 250㏄超 4,000 6,000
小型特殊（農耕用） トラクターなど 1,600 2,000
小型特殊（その他） フォークリフトなど 4,700 5,800
※既存車・新車共通です。平成28年分から新税率となります。

■三輪以上の軽自動車

車種区分 平成27年3月31日までに
初度登録した車両

平成27年4月1日以降に
初度登録した車両

初度登録から
13年経過した車両

四輪乗用（営業用） 5,500円 6,900円 8,200円
四輪乗用（自家用） 7,200円 10,800円 12,900円
四輪貨物（営業用） 3,000円 3,800円 4,500円
四輪貨物（自家用） 4,000円 5,000円 6,000円

■グリーン化特例による税額
　平成27年4月1日から平成28年3月31日までに初めて車両番号の指定を受けた軽四輪車などで、環境性能
を有するものは、性能に応じて取得の翌年度分（平成28年度分）の税額を軽減します。

車種区分 25% 軽減 50% 軽減 75% 軽減
四輪乗用（営業用） 5,200円 3,500円 1,800円
四輪乗用（自家用） 8,100円 5,400円 2,700円
四輪貨物（営業用） 2,900円 1,900円 1,000円
四輪貨物（自家用） 3,800円 2,500円 1,300円

■減免制度があります　障害者手帳など (身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳 )の交付を
受けている人で、一定の要件に該当する人は、軽自動車税が減免されます。なお、減免申請は毎年手続き
が必要になります。また、減免を受けることができるのは、1人の障がい者につき普通自動車も含め1台
のみです。

■手続きに必要なもの　障害者手帳、車検証、運転者の運転免許証、印鑑
※障がい者以外の人が運転手の場合は別途書類が必要になります。
■申請期限　5月24日（火）
■申請場所　生活環境課、市民課、姫戸・龍ヶ岳各統括支所、各出張所
■問合せ先　税務課市民税係　☎0964（26）5519
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子育て支援事業を行っています
　仕事などの社会的活動と子育てなどの家庭生活との両立を容易にするとともに、子育
ての負担感を緩和し、安心して子育てができる環境づくりを目的として行っています。

【ファミリー・サポート・センター】
　子育てのお手伝いをしてほしい人（依頼会員）と、
子育てのお手伝いができる人（協力会員）が、ファ
ミリーサポートセンターを仲介して、相互援助活動
を有料で行う会員組織です。

【放課後児童クラブ・学童保育】
　放課後児童クラブは、保育園、小学校の空き教室
などを活用し、保護者が仕事などで昼間家庭にいな
い小学校児童に対して、適切な遊びや生活の場を提
供します。

【延長保育事業】
　保護者の勤務状況など、やむを得ない事情により、
通常の保育時間を超えて保育が必要な場合、延長し
て保育します。

【病児保育事業】
　保育を必要とする乳児・幼児または、家庭で保育
を受けることが困難になった小学生であって、病気
の回復期に至らない場合であり、かつ、当面の症状
の急変が認められない場合に、病院施設で保育を行
う事業です。

【子育て支援センター】
　子育ての孤独感、負担感の解消を図り、地域の子

育て中の親子の交流の促進や育児相談などを行いま
す。
○子育て親子の交流の場の提供
○子育て等に関する相談
○地域の子育て関連情報提供
○保育遊びや育児講座・講演会

【ショートステイ・トワイライトステイ】
○ショートステイ
　疾病、出産、看護、事故、災害、冠婚葬祭、失跡、
転勤、出張、学校などの公的行事などで一時的に子
育てができなくなった場合7日を限度に、お子さま
をお預かりします。
○トワイライトステイ
　仕事などが恒常的に夜間にわたる家庭の児童で、
夜間（午後10時まで）や休日に子どもの面倒をみ
ることができなくなった場合、お子さまをお預かり
します。

【問合せ先】福祉課子育て支援係
　☎0969（28）3351
市のホームページにも子育て支援事業の情報を掲載
しています。
http://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/

熊本県職員・警察官の採用試験を実施します
■試験の種類
①県職員（大学卒業程度、免許資格職）
②県職員（民間企業等経験者対象）
③警察官（警察官A）
■申込受付締切
①～②　5月13日（金）（当日消印有効）
③　5月20日（金）（当日消印有効）
■第1次試験日
①～②　6月26日（日）　※①～②は東京会場もあります。
③　7月10日（日）
※募集職種、受験資格や申込書の配布場所は、熊本県ホームページをご覧いただくか、県庁人事委員会事務
局までお問い合わせください。

■問合せ先　県庁人事委員会事務局　☎096（333）2733

就職・退職した人へ

国民健康保険からのお知らせ

■国民健康保険に加入する人
　職場の健康保険などに加入している人、後期高齢
者医療保険に加入している人、生活保護を受けてい
る人以外の全ての人が加入しなければなりません。
※職場の健康保険に加入したときや、職場の健康保
険がなくなったときは、14日以内に市役所へ届出
をしなければなりません。

＜職場の健康保険などに加入したとき＞
　職場の健康保険の加入日（就職日など）以降は、
国民健康保険の被保険者証を使うことができません。
健康保険の加入日以降に、国民健康保険で医療機関
を受診した場合には、後日、医療費を請求します。
■届出に必要なもの
　新しく加入した健康保険の被保険者証、国民健康
保険の被保険者証、印かん、世帯主と本人の個人番

号が記載されているもの（個人番号カードや個人番
号通知カードなど）
＜職場の健康保険などがなくなったとき＞
　国民健康保険税は、届出をした月からではなく、
国民健康保険の資格を得た月から課税されるため、
届出が遅れると国民健康保険の資格を得た時点まで
さかのぼって納めなければならなくなります。
・届出に必要なもの
　職場の健康保険がなくなった証明書（資格喪失証
明書・離職票など）、印かん、世帯主の方と本人の
個人番号が記載されているもの（個人番号カードや
個人番号通知カードなど）

■問合せ先　健康づくり推進課国保事業係
　☎0969（28）3354

　国民健康保険は、加入者が国民健康保険税を納税し、万が一の病気やけがの際
に安心して医療機関を受診できるようにする医療保険のひとつです。日本では、
全ての人が必ず医療保険に加入することになっています。（国民皆保険制度）

住宅リフォーム等支援事業
　市では、住宅の増築、改築、補修等のリフォームおよび廃屋の解体にかかる
対象経費の一部に補助金を交付します。

■補助対象者
○市内に住宅を所有し、居住している人（廃屋の所
有者を除く）
○上天草市税を滞納していない人（世帯員を含む）
○上天草市の他の制度による補助金などの交付を受
けていない人
■補助対象物件
○増築、改築、補修等のリフォーム
　市内に所有し、自ら居住している住宅
○廃屋の解体
　明らかに居住または利用されておらず、崩壊など
の危険、景観上および周辺環境に悪い影響を及ぼ
すおそれがあると認められる家屋
■対象となる工事
○市内施工業者による増築、改築、補修などのリ
フォーム工事および廃屋の解体工事
○補助金交付決定通知を受けた後に着手する工事で、
平成29年3月10日までに完了出来る工事

○他の制度による補助金等の交付を受けていない工事
○補助対象工事費の総額が20万円以上（消費税を
含む）の工事

■補助金額　補助対象工事総額の10分の1に相当す
る額（限度額20万円）

※当該住宅・廃屋の補助金の助成は1回限りです。
■補助金予算額　500万円
■受付期間　5月10日 ( 火 ) から受付
※月曜から金曜の午前8時30分から午後5時まで
　（祝日を除く）
※先着順で補助金の受付を行います。
■受付場所　都市整備課（松島庁舎2階）
・申請様式などは、都市整備課のほか生活環境課
（大矢野庁舎）、姫戸・龍ヶ岳統括支所および各出
張所に用意しています。また、市のホームページ
からもダウンロードできます。

■問合せ先　都市整備課都市計画・住宅係
　☎0969（28）3366
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生ごみ処理機器の購入費を補助します
　一般家庭から排出される生ごみを、自宅で減量またはリサイクルしていただくため、
生ごみ処理機器を購入する人に対して、購入費用の一部を補助します。

申請受付　随時受付。予算額に達するまで
補助対象機器
○電動式生ごみ処理機…乾燥または微生物の活動で、
生ごみを減量化または分解する電動式のもの。
○生ごみ堆肥化容器…コンポストや密閉式容器など
で生ごみを分解する非電動式のもの。

補助金額
○電動式生ごみ処理機：購入金額の２分の１で、
３万円を限度（１世帯当たり１基まで）
○生ごみ堆肥化容器：購入金額の２分の１で、１万
円を限度（１世帯当たり２基まで）

補助対象者
○市内に住所を有し、かつ、居住している人

○購入した機器を常に良好な状態で維持管理できる人
○使用状況の立入検査や照会に協力できる人
○市税などの滞納がない人
申請方法　生ごみ処理機器を購入する前に、次のも
のを持参して、生活環境課、市民課、または姫
戸・龍ヶ岳各統括支所で申請を行ってください。
○印かん
○購入予定の生ごみ処理機器の見積書
○未納がない証明書（市役所窓口で取得できます。）
※電動式生ごみ処理機は、過去５年間に対象機器の
補助金を受けていない世帯に限ります。

■問合せ先　生活環境課環境衛生係
　☎0964（26）5524

住宅用省エネルギー設備設置費補助金
■申請期間　平成29年1月31日（火）まで（先着順）
受付時間：平日の午前8時30分から午後5時まで
※予算が無くなり次第終了となります。
■対象設備・補助
○太陽光発電システム	 １件当たり上限５万円
○家庭用燃料電池システム　(エネファーム )
　	 １件当たり上限10万円
○定置用リチウムイオン蓄電システム	
	 １件当たり上限10万円
○エネルギー管理システム (HEMS)	
	 １件当たり上限１万円

■補助対象者　次のすべての要件を満たす個人とし
ます。
○本市に居住し、または実績報告時までに対象住宅
に住民登録を有し、自ら居住する専用住宅または
併用住宅（賃貸用を除く。）に省エネルギー設備
を設置する人
○対象設備の設置工事を行っていない人（既設シス

テムの増設は対象外）
○過去に同一の対象設備に関する本市の補助金の交
付を受けていない人
○平成29年3月10日までに、対象設備の設置を完
了できる人
○太陽光発電システムを設置する場合は、電力会社
と電灯契約・余剰電力の受給契約を結ぶことので
きる人
○市税などを滞納していない人
■申請方法　申請書に必要な書類を添付の上、生活
環境課まで持参してください。（郵送・FAXの受
付はしません。）
　申請書は、生活環境課または市民課、姫戸・龍ヶ
岳統括支所で受け取るか、市ホームページからダ
ウンロードしてください。
■問合せ先　生活環境課環境衛生係
　☎0964（26）5541

後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ

平成28・29年度の保険料率が決定しました
　熊本県後期高齢者医療広域連合では２年毎の見直しにより、次のとおり保険料率を
決定しました。

【保険料額の（年額）の計算方法】

保険料額（年額）＝均等割額（被保険者１人あたり47,900円）＋所得割額｛総所得
金額等－33万円（基礎控除）×所得割率9.26％｝

※保険料は年額57万円が上限です。
※平成26・27年度保険料率と同一です。
平成28年度は保険料軽減対象者が拡大します。
　所得が低い人や被用者保険加入者に扶養されていた人の保険料は、継続して軽減されます。
※被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

【所得が低い人の軽減】
■保険料の均等割額の軽減
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額などの合計額が
①「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ80万円とし
て計算したうえで所得が０円となる場合
　⇒保険料の均等割額を９割軽減
②「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯
　⇒保険料の均等割額を８. ５割軽減
③「基礎控除額（33万円）」＋「26.5万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯
　⇒保険料の均等割額を５割軽減
④「基礎控除額（33万円）」＋「48万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯
　⇒保険料の均等割額を２割軽減
※均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。
　また、年金所得については15万円を控除した額で判定します。
■保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
　被保険者の総所得金額等が
　「基礎控除（33万円）」＋58万円を超えない人
　⇒保険料の所得割額を５割軽減
■被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減
　被用者保険加入者に扶養されていた人も、特別措置として、平成28年度も保険料の均等割額が９割軽減
されます（所得割額はかかりません）。
・対象となる人…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた人。
【平成28年度後期高齢者医療保険料の納め方】
　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）または普通徴収（納付書または口座振替）に
より納めることになります。
・特別徴収の人
　平成28年４月から、年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。
・普通徴収の人
　平成28年７月から、納付書または口座振替により保険料を納めていただきます。
■問合せ先　健康づくり推進課国保事業係　☎0969（28）3375
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上天草市に在住している0～5歳のお子さんで①住所②子ども
の氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対す
るコメント（30字以内・どなたからでも結構です）⑦連絡先を添
えて上天草市総務課秘書広報係（〒869ー3692上天草市大矢
野町上1514）まで送ってください。なお、写真の裏面には、お子
さんのお名前を記入してください。応募多数の場合は、先着順
に掲載となりますのでご了承ください。
※原則お写真の返却はいたしませんのでご了承ください。

子どもの写真を
募集しています！

子どもの写真を
募集しています！
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市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（※祝･休日、年末年始を除く）
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海辺の灯火
３月１２日 海あかり
海辺の灯火
３月１２日 海あかり

　３月４日（金）、５日（土）に熊本市中心市街地にある花
畑広場（熊本市産業文化会館跡地）で「上天草市とれたて
市場」が開催されました。上天草のグルメや観光をＰＲ
する２日間のイベントで、33店舗が出店。天草の旬の野
菜や果物、海産物、地元の新鮮な素材を使った加工品など
が大集合しました。
　２日間を通して、抽選会やクイズ大会、コンサート、山
ガールトークショーやキッズダンスなどもあり、「上天草」
を多くの人に売り込みました。

まちの中心で
「上天草市」
を売りこむ

まちの中心で
「上天草市」
を売りこむ
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